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 は じ め に 

 

世界的に猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の感染拡大という事態の中で、常磐会学園大

学においてもいろいろな対策を講じながら教育活動を進めてまいりました。現在も新型コロナウ

イルス感染症の勢いは止むことなく続いていますが、学生と教職員の安全・安心を第一に、教育

活動と感染防止策の両立に努めております。 

 このような状況下、教職員はもとより、学生自ら研鑚に励み、研究を進めていかなければなり

ません。教員養成を主目的にする本学においては、学生に次世代の教育・保育を担うための知識

と実践力を、十分に習得させることが必要となります。 

この度、平成 14年の創刊以来本年度で 18回目となる本学の教育・研究実践のまとめを発行す

る運びとなりました。本報告書ではタイトルを「教育研究活動の現状と課題」とし、大学におけ

る自己点検・自己評価の内容・方法として、「教育研究活動の計画」「教員の研究分野・内容・実

績」「授業評価」「キャンパスライフの調査」「FD活動」のそれぞれ５つのジャンルからまとめて

います。 

「教育研究活動の計画」では、大学の教育活動・研究活動のより一層の充実に向けて、教職員

が一同に会して教育研究活動についての協議会を年３回開催しています。そこでは各部署におい

て達成目標を定め、具体的な取組みや進捗状況を報告し、それぞれの達成状況や課題について意

見交換を行ない、次年度の課題がまとめられています。 

「教員の研究分野・内容・実績」では、専任教員の校務分掌や研究活動の具体的な取り組みを

紹介し、加えて専門領域や研究実績が詳細に示されています。 

「授業評価」では、教員自身の授業の向上及び授業の改善に資するため、専任・兼任教員の各

授業に対して、学生による授業アンケートを実施しています。このデータ結果をもとに授業改善

が図られ、より良い授業が展開されるものと期待しています。 

「キャンパスライフの調査」では、学生生活全般にわたってキャンパスライフの満足度を調査

し、結果を公表しています。それを活用することにより、キャンパスの学修環境が向上し施設設

備の充実が促進され、毎年学生の満足度が上がっています。 

本書をご一読いただき、ご批判を賜りますようお願いいたします。 

 

常磐会学園大学    

学長 田端 矢一郎  

 



 

   

目 次 

 
 
はじめに  
 
 
 
Ⅰ 教育研究活動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥   1 
 
 
 
Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21 
 
 
 
Ⅲ 授業評価  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45 
 
 
 
Ⅳ キャンパスライフの調査  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 53 
 
 
 
Ⅴ FD・SD 活動  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65 
 
 
 
 
おわりに  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 73 



1 
 

 

 

 

 

Ⅰ 教育研究活動 



2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

 

「教育研究活動」の取り組み 

 

 

 この章では本学の教育研究活動、特に校務分掌における各部署の組織的な活動について報告する。 

報告するのは、学長を中心とした「大学経営」、本学専任教員からなる「教務部」「学生部」「研究部」「入試

部」「進路・実習指導部」、学長より委嘱された委員からなる「人権教育推進委員会」、学生の様々な活動を支

援するために教職員で構成された「自己点検」「学生支援」「地域貢献」「現職支援」「課題推進」「図書館運営

委員会」、事務局の「総務課」「教学課」「会計課」｢入試広報課｣の 17部署である。 

 表には、今年度の目標、その目標達成のための具体的な取り組み、そして 1年間での進捗状況、さらにそれ

に対する各部署の達成度の自己評価、最後に次年度の活動における課題がまとめられている。達成度は「A」「B」

「C」の 3 段階で自己評価しており、それぞれ「目標以上に達成できた」「目標を達成できた」「目標達成に至

らなかった」となっている。また、各部署の活動は必ずしも単年度で終了する活動とは限らず、達成度の評価

が「C」にとどまっている活動もある。なお、そのような取り組みについては、次年度以降「A、B」に到達で

きるように継続して活動することとしている。 

 また、本学では各部署の年間計画や活動の進行状況について情報を共有し、その活動の進行状況や結果等に

ついて意見を交換する機会として「教育研究活動の計画全体報告会」を年 3回、原則として全教職員の出席で

実施している。今年度は、年間計画を報告し合う第 1 回報告会を 6 月 26 日、進行状況の中間発表を行う第 2

回報告会を 11月 18日に、年度を通じての達成状況を報告する第 3回報告会を 3月 3日に開催した。活発な意

見交換もしながら、情報の共有と全学的な教育研究活動への意識の醸成が行われた。 
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01．大学経営 

令和２年度の目標 
学生確保に重点を置き、教育環境の進展を進め、学生に修学の喜びを身につけさせ進路保障の充実を

図る。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【新型コロナウイルス感染症による緊急事態に対

応した大学経営】 

・遠隔授業の充実よる授業の確保 

 

・学生の学修環境を整備するための支援 

 

 

・感染拡大による退学者を出さない 

 

 

・コロナ禍の中で、状況を見定めながら大学

経営を進めた。 

・学生に対して、学園より一律６万円の支給

や文科省の事業より、学生に対する一定の支

援を図った。 

・大学行事等の調整を行った。 

Ｂ 

②  

【積極的な学生募集】 

・学生募集のために、教職員が一体となった

オープンキャンパス、入試相談会、高校訪問

等の充実 

・学園組織の学生募集体制の具体的な見直し 

・オープンキャンパス、高校訪問等、教職員

が連携を図り定員確保に向け、新たな試みを

加味しながら募集活動を進めている。 

・教職員が一丸となって学生募集を推進する

ための情報共有を図っている。 

・外部支援により、様々な課題が明らかにな

り、その充実を図っている。 

Ｂ 

③  

【質の高い授業と学生満足度の向上】 

・学士力向上のための教育機能を強化 

・客観的で信頼できる指導と評価 

・学習評価の信頼度と妥当性の向上 
・少人数クラスの充実 

・個に応じた進路保障 

 

・春期の遠隔授業の経験から、今後の学習活

動に対する広がりの可能性が見られた。 

・学習評価の信頼性と妥当性について、より

質の高いものになるよう進めている。 

・学生の満足度を高めるための、支援活動の

充実をさらに深める必要がある。 

Ｂ 

④  

【研究の充実】 

・研究体制の充実と支援 

・研究業績と担当授業科目の整合性 

・教職課程の質の保証・向上 

 

・教員の研究業績の向上を図るために、研究

活動を進め研究論文の執筆を促している。 

・教職関係科目の見直しとコアカリキュラム

の整理を進めている。 

Ｂ 

⑤  

【３ポリシーの充実】 

・国際こども教育学部としての「アドミッシ

ョンポリシー」「カリキュラムポリシー」「デ

ィプロマポリシー」の実質化を図る 

 

・３ポリシーを多面的に見直しているが、具

体的な目標を関連付けていくことで、実質化

を進めている。 

Ｂ 

次年度の課題 

 学生確保を最重要課題とし、教育環境を充実させ学生の主体的な学修を促し、さらに学生の満足度を

向上させ、大学の質の充実を図るため更なる取り組みが必要である。 
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02．教務部 

令和２年度の目標 
 すべての学生が円滑に学習でき、あらゆる状況でも滞りなく授業が行えるよう、履修・学習環境を整

えていく。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【遠隔授業のオンライン化】 

・すべての授業をオンラインで遠隔授業がで

きるように、情報センター・ICT 委員会と協

調して環境を整備していく。 

 また、その環境を円滑に使用できるよう研

修を行っていく。 

・春期において、遠隔授業をオンラインで行

い、その成果をアンケートを基に分析してい

く。 

また、次年度以降の対面授業と遠隔授業を

併用したハイブリッド型の授業について検討

を行う。 

Ｂ 

② 

【履修】 

・学生が卒業までの履修計画が立てられるよ

う、履修モデルを示す等、具体的な履修指導

を行う。 

 特に令和 2 年度入学生はオリエンテーショ

ンを行えていないため、重点的に指導してい

く。 

 

・今年度の反省を元に、新年度の履修指導を

行っていく。 

Ｂ 

③ 

【基礎・専門演習】 

・遠隔授業で指導開始しているため、各研

究室での学生との関係づくりに重点を置い

て研究室指導を行う。 

 遠隔授業の特性を活かしながら、対面授

業につながるような指導計画を立案・実施

していく。 

 

・学生部とも連携しつつ、基礎演習での学習

を進めながら関係づくりも同時に進行してい

る。 

基礎演習のカリキュラムを見直し、特色あ

る学習を行えるようにしていく。 

Ａ 

④ 

【教育評価】 

・本学の学習評価の現状の分析を行い、学生

が自らの学習を分析的にとらえる基準となる

ような学習評価を研究・提案していく。 

 また、遠隔授業の影響を検証していく必要

がある。 

 

・遠隔授業についての教員・学生へのアンケ

ートを実施し、結果の分析した。 

秋期を含めた今年度の教育評価について分

析を進めていく。 

Ｂ 

次年度の課題 

 引き続き、感染症対策を行いながら円滑に教育・研究活動が行われるように関係各所と連携しながら

業務を進めていく必要がある。 
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03．学生部 

令和２年度の目標 
学生と学生の自主的活動への継続的な支援を研究室、学生相談室、カウンセラー、保健センター、教

務部、事務室との連携の中で行う。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【研究室指導】 

・各年次の実情に応じた指導を進める。 

・個人面接の充実と記録を整理していく。 

・遠隔授業においても、学生との関わりを大

切にし、連絡を密にする。 

 

・各年次の実情に応じた指導を進めている。 

・各教員が学期開始時・随時に、個人面接を

実施し、個人ファイルに記録している。 

・教務部と連携して、各研究室で定期的に 

学生の様子の報告をお願いし集約した。 

Ｂ 

② 

【学生生活】 

・研究室・保健センターや学生相談室と連携

し、学生支援の充実を図る。欠席が多い・

配慮が必要な学生を把握し、支援する。 

・大学行事（英語スピーチコンテスト、ディ

ベート大会）の実施形態を、コロナ禍の状

況に応じて検討する。 

 

・そらいろ 学生相談室 

春期 そらいろ ５月週１回開室と電話相談 

        ６月週２回開室 

        ７月～週３回開室 

   学生相談室 メール相談できる体制を作った

が該当なし。 

秋期 通常開室 学生の認知度を高める取り組みを

している。 

・欠席が多い学生は各研究室担当教員へ報告し、 

配慮が必要な学生については各授業担当教員に 

報告とお願いをしている。 
・12 月にオンラインでの英語スピーチコンテストを

実施した。反省点は今後に生かしたい。 

・1月に関係教職員で連絡会を実施し、情報を共有し

た。 

Ｂ 

③ 

【自治会活動】 

・遠隔授業に伴って、1 回生へのサポートを

行う。 

・体制を整備し、自治会の自主的な活動を支

援する。 

・大学祭などの行事を、学生の主体性を生か

し、さらに活性化する。 

 

・サークル紹介を実施した。 

・情勢を鑑み、大学祭は全面的に中止した。 

・12月にサークル勧誘などのイベント、デコ

レーションのコーナー設置などを行った。 

・サークル活動は遵守事項徹底の上再開した。 

Ｂ 

④ 

【ボランティア】 

・地域ボランティア情報を提供し、積極的な

参加を呼びかける。 
・ボランティア活動に対しての各種補助金の

活用を、積極的に進める。 

 

・学生に対してボランティア情報を提供して

いる。 
 

Ｂ 

次年度の課題 

 学生および学生の自主的活動への支援をさらに進め、コロナ禍継続における対応について再検討をし

ていく。 
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04．研究部 

令和 2 年度の目標 
 研究活動の活性化と、授業内容向上への取り組みを進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【研究紀要】 

・投稿論文数の増加を図り、研究紀要を充実

させる。 

 

・論文数は、昨年より５編増えて 19論文の投

稿があった。 Ａ 

② 

【授業研究】 

・全教員による公開研究授業を実施するとと

もに、授業力向上のための研修を行い、FDに

資する。 

 

・全教員による公開研究授業を実施するとと

もに、遠隔授業への対応として「授業力向上

研修」を行った。 
Ａ 

③ 

【授業アンケート】 

・アンケートの実施に関して、教育の質の向

上につながる具体的な方策を検討していく。 

・調査結果を分析し、その結果を報告すると

ともに授業改善に活用していく。 

                                                               

・春期は、大半が遠隔授業となったため、ア

ンケートの実施はしなかった。（教務部の実施

した遠隔授業アンケートの記述部分の整理・

配布に協力した。） 

・１月に秋期のアンケートを実施した。 

Ｂ 

④ 

【キャンパスライフに関するアンケート】 

・アンケート結果を学生の満足度向上につな

がるよう調査結果を分析・報告し、教育活動

の改善に活用していく。 

 

・アンケートを実施し、すみやかに学生への

結果報告をするとともに、要望等への適切な

対応を行った。 

Ａ 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 研究活動の活性化と、授業内容向上への取り組みを進め、アンケートの取り組みのあり方について、

再検討をする。 
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05．入試部 

令和 2 年度の目標 
入試広報課および関係部署と連携しながら、広報活動を強化して本学の認知度を上げ、入学志願者の

増加を図る。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【入試選考】 

・入試新制度 1 年目にあたって各選抜区分の

周知を図り、適正かつ円滑な入試を実施する。 

・出願者増につながるような試験日程や方法、

免除・奨学金制度等の入試設計に取り組む。 

 

・入試ガイド、学生募集要項、OC等で新しい

選抜区分及び昨年度からの変更点の周知を

図った。一部の入試日程や実施方法に追加変

更もあったが、新型コロナ対策を徹底しつつ

適正に入試を実施した。 

・総合型選抜において新たにオープンキャン

パス体験授業参加型を実施した。 

Ｂ 

②  

【ＯＣ】 

・新型コロナ感染拡大防止に配慮した安心・

安全な OCを実施する。 

・来場者一人ひとりへの対応を強化し、入学

出願につなげる。 

・学生スタッフの組織化・研修を実施し、来

場者対応力の向上を図る。 

 

・来学型の他、Web相談型の OCも実施した。

来学型についても、事前予約システム、アテ

ンドによる少人数案内方式、検温の実施、フ

ェイスシールド・マスクの着用等、新型コロ

ナ感染防止への配慮を徹底した。 

・少人数アテンド、個別相談、サンクスカー

ドを徹底し、来場者一人ひとりへの対応を強

化した。 

・学生スタッフを研修受講者に限定し、各回

反省シートを記入してもらうなど、来場者対

応力の向上に努めた。 

Ｂ 

③ 

【学校訪問・高大連携】 

・教職員向け訪問研修を実施し、効果的な学

校訪問を実施する。 

・入試広報課との訪問情報を共有して、的確

な時期での学校訪問を実施する。 

・付属園との連携や高校との共同を視野に入

れながら、連携校の要望に応える高大連携を

推進する。 

 

・7～8 月及び 10～11 月に教員による高校訪

問を実施した。 

・6/4 に教職員向けアテンド研修、11/4 に高

校訪問報告会、1/27 には大学受験マーケッ

トに関する報告会を実施した。 

・高大連携の観点から、コロナ感染防止に配

慮しつつ、出前授業を実施した。 

Ｂ 

④ 

【学生募集・大学広報】 

・キャンパスガイドなどの広報ツールを改善

強化し、高校生への訴求力を高める。 

・大学ＨＰの改善、効果的なメディア媒体の

活用を通して、広報力を高める。 

・入試広報課と連携し、入試ガイド、案内動

画など新たな広報ツールを複数制作した。多

方面の取組みをしたが十分な受験者獲得に

は至らなかった。 

・キャンパスガイド・大学ＨＰを強化改善す

るため、業者コンペを実施した。 

Ｃ 

⑤ 

【高大接続】 

・今年度入試の運用結果を踏まえ、次年度以

降の入試設計を行う。 

 今年度入試の運用結果等を踏まえ、入試広

報課と連携しながら次年度入試方法や奨学

金・免除制度、ＯＣ日程の立案を進めた。 
Ｂ 

次年度の課題  

広報メディア・ＯＣ・高校ガイダンス等を通じた高校生へのアプローチ強化 

受験者増に向けた入試方法及び奨学金・各種免除制度の見直し 
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06．進路・実習指導部 

令和２年度の目標 
・学生のより豊かな実践的体験のための、適切な実習の実施を図る。 
・進路が確かなものとなるように積極的な指導体制を構築していく。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【実習指導室】 

・保育実習、教育実習及び進路に関わって個

別面談を実施する。保育実習（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

に関して保育実習授業と連携し、個別又は

少人数に指導を行う。 

【実習指導室】 

・保育実習Ⅰ受講者に実習前にマナーや日誌

の書き方等について、実習後に振返りを授業

と連携し、個別及び少人数での指導を進めた。 

A 

② 

【教職教育研究センター】 

・将来の進路に向けて 1 年次生から取組みを

進める。 

・基礎演習Ⅰ・Ⅱで、キャリア教育を実施し、

小学校・公立保幼採用試験対策を進める。 

・夏、春に実施している年２回の教員・公立

保幼採用等進路対策講座の充実に努める。 

【教職教育研究センター】 

・基礎演習Ⅰ・Ⅱでキャリア教育を実施し、

学生は自分の進路と向き合った。 

・夏季教採・公立保幼採用試験対策座に取り

組んだが、昨年度より改善はあったが、参加

状況の課題が残る。 

・小学校教採は 7名、公立保・幼では 16名の

合格者（延べ人数）であった。 

B 

③ 

【実習】 

・学生の実習時期の指導及び実習内諾依頼指

導の充実を図る。 

・円滑な実習ができる体制確立に努める。 

・2 月に実習協議会を実施する。 

【実習】 

・保育実習は、ほぼ実施できたが、教育実習

は、学校園と協議して代替え措置になった場

合もあった。実習において問題となる事象が

あり、今後の課題となった。 

・実習協議会は、アンケート形式に変更し、

多くの意見を得ることができた。 

C 

④ 

【ボランティア】 

・進路を考えるためにボランティア・学校イ

ンターンを学生に推奨する。現場での体験を

より豊かにするため、１回生後半から参加を

強く勧める。 

・短大付属園との連携強化を図る。 

【ボランティア】 

・学生は、ボランティア活動に参加している。

ただ、コロナ禍のために思うように活動が出

来ていない学生もいる。 

・短大付属幼稚園の「夏祭り」のボランティ

アの要請はなかった。 

B 

⑤ 

【進路支援センター】 

・教員と学生情報や就職情報を共有し、連携

して学生一人ひとりの想いを大切に進路指

導を進める。 

・就活は短期決戦になることが予想されるた

め、蓄積されたデータを基に電話やメールで

も対応しながら丁寧に指導していく。 

・教採セミナーのあり方を考える。 

【進路支援センター】 

・学生の多様な希望に対応し、進路相談を進

めている。３年次生の個別面談を 11 月～12

月にかけて実施した。就職内定者は、企業 11

名、小学校 24名、幼稚園 3名、保育所 23名、

認定こども園 21 名、福祉施設 11 名、進学 1

名である（就職希望者 96 名）。就職未定者へ

の支援を強め、就職率 100％を目指して取組

みを進める。 

・教採セミナーは、春期は閉講したが、秋期

は開講し、参加者は熱心に参加した。大阪府

等の教員採用試験説明会を本学で実施し、受

験に向けての意識を高めた。 

A 

次年度の課題 

早い段階から学生自身がキャリアについて考えるようにボランティア推奨、より良い実習に向けての

実習指導ができるように教職員全員が意思一致して指導することを進める。学生の活動の充実が就職に

つながり、学生募集の増加へとつながる。より一層、充実した実習・進路に奮闘していきたい。 
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07．人権教育推進委員会 

令和２年度の目標 
 人権に関する意識・感覚の向上と能動的行動につなげる人権教育に取り組む。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【教育・研修の企画】 

・学生及び教職員を対象とした人権教育研修

会を企画し、開催する。 

・学生に対する人権啓発教材の研究及び啓発

活動を進める。 

・研修及び啓発活動にあたって、新型コロナ

ウイルス感染防止に配慮した方法を検討す

る。 

・1 月 13 日に１・2 回生を対象の人権教育研

修を、基礎演習の学修内容の一環として演習

教材形式で実施した。性自認と性的指向をテ

ーマにした演習だったが、受講したどの学生

も真摯な感想を記述しており、理解を深める

有益な機会となった。 

・教職員対象の人権研修については短大との

共同企画も検討したが、実施には至らなかっ

た。 

Ｃ 

② 

【実践につなげる取り組み】 

・人権に対して能動的に行動する学生の育成

を目指し、学生らが人権教育の学びを実践す

る機会について情報提供する。 

・平野区の人権に関する取組みやイベントに

学生の参加を促し、地域との交流を図る。 

・8 月に全学生に対して「新型コロナウイル

ス感染症に関する人権侵害の防止について」

を発出し、感染者への非難や差別、プライバ

シー侵害行為の防止を訴えた。 

・新型コロナ禍の状況にあって実際に参加す

る形式でのイベント案内は難しい状況だっ

た。今後、コロナ感染防止に配慮した形式で

の人権に関する学びの機会について情報提供

を検討していく。 

Ｂ 

③  

  

 

④  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 教職員向け人権研修を企画実施する。新型コロナウイルス感染防止に配慮した人権教育研修の実施方

式や学生に対する学びの機会の情報提供を検討する。 
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08．自己点検 

令和 2 年度の目標 
 教職員の組織的な協働を進め、大学の教育力を高める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【大学評価】 

・教育研究活動の推進につながる自己点検・

評価を進める。 

 

・各部署で教育研究活動に関する自己点検を

進めた。 

Ｂ 

② 

【ＦＤ・ＳＤ委員会】 

・教職員が協働して大学の教育力を高める 

各教員は学生の能動的学習を育成する取り組

みを行う。 

・組織的な SD研修を行う。 

・授業改善につながる FD研修を行う。 

 

 

・春期は遠隔授業が中心であったが、対面授

業とは異なる学ばせ方を収穫できた。秋期は

３密の制約がある中で、工夫して能動的学習

を育成する取組を進めてきた。 

・コロナ禍の影響で組織的な SD研修は実施で

きなかった。 

・授業研修会、公開授業を実施した。 

Ｂ 

③  

  

 

④  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 教職員の組織的な協働をさらに推進できるよう、具体的な計画を立てる。 
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09．学生支援 

令和２年度の目標 
・関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 
・学生支援にかかる危機管理マニュアルの作成を検討する。 
・新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、学生が自己で健康管理できるように指導する。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【学生相談室】 

・研究室担当教員、保健センター、「そらいろ」 

事務局など各部署と連携し、情報の共有を速

やかに行い、学生を全学的にサポートする。 

 

・そらいろ 学生相談室 
春期 そらいろ 5月週 1回開室と電話相談 
        6月週 2回開室 
        7月～週 3回開室 
   学生相談室 メール相談できる体制を作った

が該当なし。 
秋期 通常開室 学生の認知度を高める取り組みを

した。 
・研究室、保健センターと連携し、配慮の必要な学生
の情報を共有し、支援した。1月に連絡会を実施した。 
 

Ｂ 

③  

【カウンセリングケア】 

・実習、学生生活の必要に応じて、支援が必 

要な学生の情報を迅速かつ適切に関係部署で 

共有する。 

 

 

・実習ごとに学生の配慮について関係部署で

情報を共有し、実習先の選択，必要な支援な

どに生かした。 

 

Ｂ 

④  

【保健センター】 

・身体の健康状態と，心理的な面の状態が 

把握できる UPI調査の結果を合わせて， 

学生の対応をすすめていく。 

・感染症予防として免疫力を高める「生活 

習慣」を理解させ，自己管理できるよう保 

健指導を行う。 

・毎月の保健センターの個人別利用をもと 

に、「そらいろ」との連携を深める。 

 

・ＵＰＩ調査の結果（各学年の傾向等）を、 

各研究室開きの学生の対応に役立てもらっ 

た。またＵＰＩ調査の一人ひとりの結果や実 

習前の問診票の回答から心の不調・不安・体 

調不良がうかがわれる学生に対し 面談やメ 

ールで対応した。   

・「保健だより」に生活習慣や心の健康につい 

て取り上げ、感染症予防・免疫力が高められ 

るよう保健指導を行った。 

・不安を抱える学生について，「そらいろ」と 

連携し共通理解をはかった。 

Ｂ 

④  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

引き続き関連部署と連携し、支援が必要な学生に対して適切な支援を行う。 

UPI 検査の結果を経年的にみながら、個人の相談の参考資料としてさらに活用する。 

コロナ禍継続の状況での、学生支援(健康管理・環境整備など)および注意喚起を再検討する。 
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10．地域貢献 

令和 2 年度の目標 
 平野区をはじめとして、大阪市、八尾市、松原市との地域提携をより充実させ、地域における大学の

役割を果たす。 
具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【地域貢献 Project】 

平野区をはじめ、大阪市、八尾市、松原市

との地域協定の強化を図る。 
・平野区との地域貢献プロジェクトの会合を

もち、平野区との地域協定に基づく各種の取

り組みに参加する。 
・喜連村史の会と連携した授業「喜連村フィ

ールドワーク」の充実 
・「子育て支援事業」「子どもフェスタ」「健康

まつり」等に教員・学生を参加させる。 

(平野ミュージックステーション) 

・平野区学力サポート事業に学生を参加させ、

子ども共に学ぶ場とする。 
(第6回子ども(小中)英語スピーチコンテスト) 

5月 11日「喜連村史の会」新型コロナ感染拡

大により中止 

8月 5日平野区との地域協定に基づく会議を 

開き、各種取り組みについて確認した。 

10月 22日 本学と平野区共催事業 

（英語教育:小学校英語テキスト贈呈） 

11月 28日 平野区 中学生・小学生英語ス

ピーチコンテスト参加申込者（計 34名） 

（小学生 A：17名／小学生 B：12名／中学生：

5名）オンラインにて実施 

12月 平野ミュージックステーション 

演奏発表会は中止 

今年は、コロナ禍により、各イベントや学

力サポート事業が中止、また教員・学生の参

加抑制。 

Ｂ 

② 

【こどもセンター】 

・子どもの遊び環境を整える 

（おもちゃ作りなど） 

新型コロナ感染拡大により抑制： 

 

 
Ｂ 

②  

【教育センター】 

・公開講座を開講し地域住民の生涯学習に貢

献する。 

・地域住民のニーズに応える講座を開講する。 

 

・コロナ禍により閉講 

Ｂ 

④  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 コロナ禍の中で、大学がどういったかたちで貢献していけるか、教育事業サポート、地域イベントへ

の参加などに教員、学生が一丸となり新しい取り組み方を考えていきたい。 



14 
 

11．現職支援 
令和２年度の目標 
・常磐会短期大学及び本学を卒業した現職はもとより、現場で勤務する教職員等の支援をする。 
・支援できた方々が、「常磐会で学んでよかった」と思える充実した研修内容に努めていく。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【現職教育】 

・平野区小学校校長会等と協議し、現職の教

員がどういう研修や支援を必要としているか

を把握し、内容の検討をする。 

・NPO「小学校教員の英語力を伸ばす会」と連

携して取組みを進める。 

 

 

・「平野区小学校教員英語研修会」は、コロナ

禍のため中止となったが、NPO「小学校教員の

英語力を伸ばす会」で平野区内各小学校に研

修に使用するテキストを寄贈した。 

Ｂ 

② 

【免許更新】 

・令和 3 年度の講習会に向け、小学校教諭向

けの講習を検討する。また、受講者の満足度

が高まり、運営が円滑になるように講習会を

再検討していく。 

 

・令和 3 年度の講習会の開催する為、受講者

の満足度が高まり、運営が円滑になるように

準備を進めている。小学校教諭向けの講習も

行なわれる。 

Ａ 

②   

 

 

③  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 教育・保育現場から本学に現職教育について求められてきている。平野区を基盤にどのようなことが

できるかを再度考えていく。 

次年度の免許更新は、小学校教諭向けの講座も加わり、より運営が円滑になるように準備を進める。 
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12．課題推進 

令和 2 年度の目標 
各課題の検討や推進を通して、大学の運営・経営の健全化を進める。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

将来計画 

・将来の大学のあり方を見据えた本学に必要

な部署や組織について検討する。 

 

・中期計画で立てた今年度分の計画について

計画を進めたが、コロナ禍の影響で十分な成

果は得られなかった。 
Ｃ 

② 

教養教育 

・教育者を目指す本学の学生にふさわしい教養

教育の在り方について検討し、実施に向けた具

体案策定を行う。 

 

 

・基礎演習やチャレンジ講座、総合演習教職

Ⅰのほか、異文化理解、グローバル教育等の

講義を含め、新しい教養教育の一端を担った

授業が展開された。 
 

Ｂ 

③ 

リメディアル 

・チャレンジ講座を中心としたリメディアル

教育の充実と拡大を図るとともに、推進策を

検討する。 

・他学の導入事例や実践事例の調査分析を行

う。 

・ポートフォリオ等を活用したリメディアル

教育の実施方法について検討する。 

 

・チャレンジ講座を中心としたリメディアル

教育の充実と拡大を図ったものの、具体的な

活動実施には至らなかった。 

・他学の導入事例や実践事例の調査分析を実

施した。 

・ポートフォリオ等を活用したリメディアル

教育の実施方法について検討し、明らかにな

った成果の一部を論文として関連する学会に

投稿した。 

Ｃ 

④ 

学生募集 

・定員確保につながる、学生募集のあり方を

検討し、推進する。 

 

 

・学生募集に関して様々な方法を駆使し、学

生募集に取り組んできたが、定員確保に至ら

なかった。 

Ｃ 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 各課題が具体的に解決できるよう、工夫していく。 
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13．総務課 

令和２年度の目標 
・外部補助金の獲得 
・204 演習室 PC 他更新 
・心地よい施設を目指す 
・コロナ対策下での光熱水費の見える化 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【教材整備】 

・遠隔授業の環境構築のための補助金を獲得

する（OFFICE 365アカデミックライセンス、 

 ヘッドセット・WEB カメラ購入） 

・遠隔授業の第 1 回目の補助金交付が内定し、 

購入済み。現在、補助金の追加募集が行われ

ているが、申請は見送った。 

 

Ｂ 

② 

【施設・設備】 

・204演習室更新 

（PC37 台、サーバ 1台、CALLシステム更新） 

・1 号館ブラインド更新 

（101・102・301・302・303） 

・パラソル他更新 

 

・204 演習室は文部科学省からの補助金交付 

の内定を受けたので 2月に更新を実施。 

・1号館ブラインド更新済み 

・パラソル更新済み 

Ｂ 

③ 

【省エネ】 

・光熱水費を昨年対比で掲示をし、教職員学

生の節減意識を高める。 

 

・コロナ禍での光熱水費の対比はあまり意味 

がないので掲示を取りやめた。省エネも大 

切だが、換気を良くすることを重視し、換気

扇等の取り付けを実施した。 

Ｂ  

④  

  

 

⑤  

  

 

次年度の課題 

 大学学舎の修繕計画のたたき台を作成する。（5年計画、10年計画） 

 教室備品の更新計画を検討する。（1号館、机・椅子等） 

 心地よい施設を目指す（1号館学舎の塔屋修繕、１号館トイレの洋式化、照明の LED化等） 

 外部資金の獲得（104PC教室） 
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14．教学課 

令和２年度の目標 
・教務部・学生部と連携し、総合的に学生をサポートする体制を強化する。 

・学生・教職員がトキガクポータルを利用するよう、引き続き啓発する。 

具体的な取り組み 進捗状況 
評

価 

①  

【教務部との連携】 

・免許・資格・卒業等の履修状況把握や履修登

録がスムーズに行えるよう、教務部と連携し、

迅速に対応できるようにする。 

 

・秋期は履修登録説明を２教室同時開催で行い 

対面で履修指導できたことはよかった。しかし 

まだ、自分がとるべき科目をわかっていない 

学生が多い。教務部・教学課だけではなく、引 

き続き研究室の学生に対する先生方の指導協 

力をお願いします。 

Ｂ 

②  

【学生対応】 

・学生対応のために学生情報を課内で共有し、

個に応じたサポートを行う。 

・支援等を要する学生の対応について、教職員 

及び保健センター・学生部（学生相談室）と 

情報共有し、支援体制を整える。 

・進路・実習部と連携し、学内外でのマナーの 

向上を促す。 

 

 

・初めて学生相談室の会議に出席することができ 

た。情報共有のため、引き続き参加しようと思う。 

・あらゆる事象に対して、課員それぞれが対応で 

きるように課内での情報共有に努めた。 

・ルール、マナーを守れない学生に対して意識を 

持って学生生活を送るよう（実習の評価でも基本 

的受け答えができないなどの評価があるので）教 

学課だけでなく全教職員で引き続き指導してい 

きたい。  

Ｂ 

③  

【学生部との連携】 

・学生部と連携し大学生としての自覚ある行動 
ができるよう、協力を図る。 

・自治会・学生の自主的な活動や行事等の支援 
を行う。 

 

・学外での喫煙に対し、大学生として自覚ある行 

動をとるよう注意した。 

 

・自治会の活動に対してのアドバイスを行った。 

しかし今年度はコロナの影響で制限が多く、学生 

が出してきた案が甘く、嫌われ役になってしまっ 

た。 

Ｂ 

④  

【トキガクポータル】 

・遠隔授業に伴い、更にトキガクポータルの

活用を学生・教職員に勧める。 

・情報周知時にトキガクポータルを活用する。 

 

・遠隔授業による不具合を解消すべく、業者と交 

渉した。結果、ポートフォリオへのパワーポイン 

トの添付が可能となった。しかし、ポートフォリ 

オが多くなると、バックアップの容量が足りなく 

なった。 

Ｂ 

⑤  

  

 

次年度の課題 

ここ２年、課員の入れ替わりが激しく、また、人員も以前のように配置されなくなり、仕事の引継ぎ 

が難しい。他の課も同様に職員数が不足している。この状況が解消されるようにしてほしい。 

 バックアップの容量が足りなくなっており、サーバの容量などの検討が求められるが、この件に関し

ては教学課だけでは進められないので、関係部署と連携を取り、検討を進めたい。 
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15．会計課 

令和２年度の目標 
配置転換による新体制のもと、業務の合理化を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

① 

【業務見直し・合理化】 

 配置転換による新体制のもと、業務分担を

再確認し、会計課の人員減を補い、円滑に

業務を遂行する。 

法人・大学・短大の部門担当者による業務体

制が整い、適正な分担が行われている。一方

でスタッフ 4名中 2名が業務未経験であり、

円滑な業務遂行に向けては育成段階にある。 

Ｂ 

② 

  

 

③ 

  

 

④ 

  

 

⑤ 

  

 

次年度の課題 

 法人部門担当者が年度内に 2 回入れ替わり、業務の継続性に支障が出た。一方で会計業務経験者の補

充による改善が図られた。異動に伴う体制変更に対応しうる課内の業務体制整備が課題となる。 
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16．図書館運営委員会  

令和 2 年度の目標 
・特色ある図書館を目指す。 

・利用者サービスの充実を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【特色ある図書館】 

・絵本・児童書他こども教育関連図書の充実・

整備を図る。 

・実習関連図書を充実させる。 

 

 

・絵本・児童書他こども教育関連図書及び実

習関連図書の収書に力を入れている。 Ａ 

②  

【主催行事】 

・図書館主催の行事（絵本の読み聞かせ会・

選書ツアー）は新型コロナウィルス感染症を

考慮しながら開催する方向で進める。 

 

 

・図書館主催の行事は、コロナ禍の影響で今

年度は中止したが、選書ツアーの代わりとし

て購入希望図書等は、図書館だよりやメール

他、図書館前の看板でも募った。 

 

Ｂ 

③  

【利用サービス】 

・図書館蔵書管理システムのバージョンアッ 

プに伴い、蔵書検索が学外からもできるよう 

になったので、予約貸出、郵送等のサービ 

スを実施する。 

・電話やメールなど非来館型レファレンスサ

ービスを実施し、卒業生を含めた貸し出しの

促進を図る。 

 

 

・図書館蔵書管理システムのバージョンアッ

プに伴い、メールでの予約が増加した。コロ

ナ禍で休講の時は郵送での貸出もしていた

が、対面授業が始まってからはメールでの予

約はあるが、郵送は減った。 
Ａ 

④  

 

 

 

 

 

 

  

⑤  

 

 

 

 

 

 

 

  

次年度の課題 

特色ある図書館として絵本の集書については、実習等で必要な絵本の複数冊購入も進めており、次年

度も進めていきたい。 

コロナ禍で図書館行事を実施することが出来なかったが、来年度は状況をみながら、別の形での取り

組み方も考える必要がある。 

利用者が少ない「聞蔵」や「ジャパンナレッジ」等の利活用も発信していきたい。その他にも「実習

前の本の選び方、卒論や抄録の紹介、参考図書や採用試験の問題集」など利用者が事前に外部から検索

することで、能率よく図書館を利用できるようにしていきたい。 
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17．入試広報課 

令和２年度の目標 
・入試部および関係分掌と連携しながら、入学志願者の増加を図る。 

具体的な取り組み 進捗状況 評価 

①  

【入試選考】 

・2021年度入学者選抜（予告）に向け、入試

部と連携し内容策定を公開。 

・入試の事務処理や業務内容などの改良を検

討していく。 

・入試ガイド、学生募集要項、ＨＰ、広報業

者の媒体誌などへの掲載、また本学資料請求

者、高校訪問用のチラシ、ポスターなどへ今

年度入試の詳細などを公開および告知。 

・資料請求者、ＯＣをはじめとする各種イベ

ント、入試などのデータ化を進め、分析可能

な形を残していく検討作業に入っている。 

Ｂ 

②  

【ＯＣ】 

・本学広告のアクセス者及び OC参加者への次

回案内や入試日程など DM。 

・SNS やインターネットディスプレイ広告を

活用した情報発信。 

・大阪南部の駅広告や外周フェンスへの案内

ポスター作成。 

・WEBOC 開催や動画による案内 

 

ＯＣに向けたＤＭ発送。 

ＳＮＳ広告の比重を Google からＬＩＮＥや

YouTube に変更。 

イベントごとにポスターの作成。 

動画 4本制作、ＨＰと YouTubeにも公開。 

 

Ｃ 

③  

【学校訪問・進路ガイダンス】 

・基本、大学・短大で両教員が訪問学校以外

を訪問。大学 or短大のみ教員が訪問する所は

回数を勘案し、訪問。 

・受験や OC参加実績のある学校ガイダンスを

重点的に参加。 

・一般会場型ガイダンスは、本学ブースに着

席実績から参加を再検討。 

・教員２０名×６校の１２０校を第１回とし

て８月～訪問（高校選定は昨年度） 

・９月は事務局（事務長および入試広報課員）

でＯＣ参加者の高校を約１３０校訪問 

・１０月は教員による第２回訪問１２０校。

と事務局でＯＣ不参加の在籍者出身校９０校

を訪問。 

・１１月２０日～第３回訪問を学校推薦型後

期日程の出願要請として実施。 

・ガイダンスの参加体制構築を検討中。 

Ｃ 

④ 

＜（学生の活動を中心とした）広報活動）＞ 

・高校生や保護者が興味を持ちそうな内容「教

員・保育士採用試験の対策や課外活動」など

学生の声や活動をホームページ等であげてい

く。 

 

インスタグラムを開設、オープンキャンパス

などのイベントや学生からの投稿を実施。 

第３回高校訪問には採用試験内定情報をリー

フレットにして持参。 

Ｂ 

次年度の課題  

募集体制の構築（特に高校内ガイダンスへの積極的な参加）・入試およびＯＣ日程の精査。 

入試方法の精査・総合型エントリー制の可否・指定校評定値の見直し・奨学金制度の見直し。 
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Ⅱ 教員の研究分野・内容・実績 
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「教員の研究分野・内容・実績」について 

 

 

 この章では本学の全専任教員の研究分野、研究内容を紹介し、本年度の教育研究活動の実績を教員ごとに表

にまとめている。 

 

本学 HPにおいても、本学の情報公開の形に合わせ、全専任教員の学位を記載している。 

 

また、教育活動については、授業担当教科に合わせて、その他の活動として本学の教育センターの公開講座

などについても記載しているが、今年度はコロナ感染防止の観点から中止している。なお、記載した授業担当

教科以外にも、1 回生・2 回生のいずれかの担当となり、基礎学力の向上や論文執筆の基礎、キャリア教育な

どを行う「基礎演習 I」「基礎演習Ⅱ」という授業も行っている。更に 3回生、4回生の担当となり卒業論文執

筆の指導に当たる「専門演習 I」「専門演習Ⅱ」の担当もしている。 

 

研究活動については、専攻分野、所属学会、研究課題と研究キーワード等を記載し、その教員の研究分野が

分かるようになっている。また、本年度の研究業績については、本年度に行ったものから代表的な研究活動の

みを記載している。更に、教育活動と研究活動以外に社会に貢献するような活動を行っている教員はそれも記

載している。 
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職名 教授 氏名 Ａｌｅｘ．Ｍ．林 学位 修士（文化学） 

校務分掌 研究部(授業研究)、学生支援(海外研修)、入試問題作成委員、地域貢献 
 

教育活動 

担当授業科目 

英語スピーチプレゼンテーション、リスニング・フォー・コミュニケーション、 

英語学演習、欧米の子ども文化、ベーシック・イングリッシュ・カンヴァセーション、 

幼児英語教材研究、幼児英語実践論、中学英語、中学教科教育法（英語）Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 

その他の活動 

地域密着型情報発信 FM放送 DJパーソナリティ 

平野区学力サポート事業（小学生・中学生のための英語スピーチコンテスト）監修 

大阪市英語授業サポート、全日本大学生英語スピーチコンテスト審査委員 

高校生・中学生英語プレゼンテーション指導研修委員 
 

研究活動 

専攻分野 

日米文化比較（言語・文化） 

バイリンガル教育 

プレゼンテーション（言語） 

 

所属学会 大学英語教育学会、国際ビジネスコミュニケーション学会、日本英語授業研究学会 

研究課題 英語プレゼンテーション、英語ティーチング・メソッド、英語教材 

研究キーワード プレゼンテーション、バイリンガリズム、キッズイングリッシュ、クロスカルチャー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Let’s Cross Culture!  (第 7版改訂)  単 令和 2年 8月 朝日カルチャー出版 

中学英語リスニングテスト 単 令和 2年 9月 全日本模試  

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

第 54回 天野杯 全日本大学生英語弁論大会 共 令和 2年 10月 獨協大学 草加キャンパス 

第 6回 平野区子供英語スピーチコンテスト 共 令和 2年 11月 大阪市平野区役所 

第 71回ギャロット杯争奪英語弁論大会 共 令和 2年 11月 西南学院大学 

第 50回 学長杯争奪学生英語弁論大会 共 令和 2年 11月 龍谷大学 深草キャンパス 

第 18回 津田梅子杯争奪学生英語弁論大会 共 令和 2年 12月 津田塾大学 小平キャンパス 

第 15回 東京大学 全日本大学生英語弁論大会 共 令和 3年 3月 東京大学 安田講堂 
 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全日本社会人・大学生英語弁論大会審査委員長 

・全日本高校生英語弁論大会審査委員長 

・大阪市平野区子ども英語スピーチコンテスト監修・審査委員長 

・高校生・中学生英語プレゼンテーション指導研修講師 

・大学英語教育学会(元社員) 

・大学英語教育学会（学術論文審査・査読委員） 

・地域密着型情報発信 FM放送 DJパーソナリティ 
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職名 講師 氏名 井上 敏孝 (イノウエ トシタカ) 学位 博士 (学校教育学) 

校務分掌 入試部 教養教育検討委員会 リメディアル教育検討委員会 高大接続検討委員会 ２年次指導 
 

教育活動 

担当授業科目 社会 社会科教育法 日本国憲法 交流教育の指導 総合演習教職Ⅱ 介護等体験実習  

その他の活動 兵庫教育大学 非常勤講師 
 

研究活動 

専攻分野 日本史・アジア史・教科教育学関連  

所属学会 
台湾史研究会・社会系教科教育学会・日本社会科教育学会・日本家政学会・日本技術史教育学会・

日本インターンシップ学会・日本教育情報学会・日本産業技術史学会・史訪会 等 

研究課題 歴史学の視点を組み込んだ社会科教材開発及び授業構想力の育成 

研究キーワード 台湾史 社会科教育 教科教育学 人材育成 土木史  

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

上海港改良技術会議と揚子江河口における砂州

について 

単 2020年 6月 『東洋史訪』第 27号、pp.64-82 

日本統治時代の台湾西部における築港事業 単 2020年 10月 『土木学会論文集 D2（土木史）』

Vol.76、1 号、pp.120-130 

戦前に開発された石運船・捨石船の一類型 単 2020年 10月 『作業船』10月号 No.341、pp.42-45 

教員養成課程における「日本国憲法」でのペー

プサート作成 

単 2020年 11月 『教育情報研究』36巻 2号、pp.3-14 

戦前の台湾におけるポンカン栽培 単 2020年 12月 『果実日本』第 75巻第 12号、pp.72-

75 

日本統治時代台湾におけるマンゴー栽培につい

て 

単 2020年 12月 『農業および園芸』第 95巻第 12号、

pp.1052-1054 

飾磨における近代的港湾の建設 単 2021年 3月 『研究紀要』常磐会学園大学、第 21号 

戦前期の日本における船渠の一類型 単 2021年 3月 『技術史教育学会誌』第 21巻 3号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

日本統治時代台湾における職業体験実習(インタ

ーン)について 

単 2020年 11月 日本インターンシップ学会第 21回大会 

オンライン開催 

非対面型授業における授業構想力の育成 単 2020年 11月 日本社会科教育学会第 70回全国研究大

会 オンライン開催 

土木会議の設立と功績について 単 2020年 12月 史訪会第 27回学術討論会 

演習科目におけるハイフレックス型授業形式の

導入について 

単 2021年 2月 社会系教科教育学会第 31回研究発表大

会 オンライン開催 

北千島(幌筵島)における港湾開発 単 2021年 3月 

(予定) 

日本技術史教育学会関西支部 2020年度

研究発表講演会 オンライン開催 
 

社会貢献活動等 

活動内容等 
史訪会 副会長兼編集委員長・日本技術史教育学会関西支部 幹事(企画)・近鉄文化サロン講師・アジア探訪研

究所 研究所員・一般財団法人山縣記念財団研究助成・日本技術史教育学会学会創立 25 周年記念表彰 等 
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職名 准教授 氏名 植原 和彦（ウエハラ カズヒコ） 学位 学士（経済学） 

校務分掌 教務部 図書館運営委員会 

教育活動 

担当授業科目 
「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」「学校図書館のメディアの構成」「教育原理」 

「生涯学習論」 

その他の活動 岸和田市教育委員会教育委員   岸和田市緑化協会監事 

研究活動 

専攻分野 生涯学習論・学校図書館 就学前教育  

所属学会 学校図書館学会 関西教育学会 

研究課題 幼稚園、小学校、中学校の連続性について、学校図書館の活用とアクティブラーニング 

研究キーワード 学校図書館  主体的な学び    幼小連携 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

保育士試験の要点 共 令和２年４月 大阪教育図書 

保育問題検討委員会 

教員採用試験・公務員一般教養 SPI、専門教養 

過去問題 

共 令和２年４月 大阪教育図書 

福祉小六法 共 令和２年４月 みらい社 

「保育士資格・採用試験問題 200選」 共 令和２年４月 大阪教育図書 保育問題検討委員会 

幼稚園・幼保認定型こども園教員採用試験問題

200選」 

共 

 

令和２年４月 

 

大阪教育図書  

幼稚園採用試験検討委員会 

役立つ保育・教育用語集 共 令和２年４月 大阪教育図書 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

新型コロナウィルス感染症の拡大状況と感染者

の思い 

共 令和３年３月 常磐会学園大学紀要 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

 

社会貢献活動等 

活動内容等 

岸和田市公園緑化協会監事  

すこやか認定こども園第三者委員会委員 

岸和田市教育委員会教育長職務代理  
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職名 講師 氏名 大隅 敏明（オオスミ トシアキ） 学位 修士（情報学） 

校務分掌 学生部 ＩＣＴ委員会 学生相談室 

教育活動 

担当授業科目 

情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習Ⅱ 総合演習教職Ⅰ 

プレゼンテーション演習 ウェブデザイン演習 

 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 情報教育  

所属学会 情報文化学会、教育システム情報学会 

研究課題 学校教育におけるプログラミング教育の在り方の考察 

研究キーワード 教育のデザイン、科目デザイン、大学教育、支援システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

教員採用試験・公務員一般教養 SPI、専門教養 

過去問題 

共 令和２年４月 大阪教育図書 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況と感染者

の思い 

共 令和３年３月 常磐会学園大学紀要 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 
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職名 教授 氏名 大森 彰（オオモリ アキラ） 学位 社会学士 

校務分掌 進路・実習指導部、進路支援センター運営委員 

教育活動 

担当授業科目 

総合演習教職Ⅱ、幼児理解、カウンセリング実務演習Ⅱ、学校の危機管理、教育実習事前事後指導、

カウンセリング実務論、多文化共生概論、教育課程総論 

 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 教師教育学  

所属学会 日本教師教育学会、日本教育社会学会、日本交流分析協会、日本教育カウンセラー協会 

研究課題 人権教育を基板に据えた授業研究・集団づくり 

研究キーワード 生徒指導、授業研究、コミュニケーション力、人権 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

 単   

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 
令和２年  社会福祉法人「風媒花」評議員（平成２５年より年間を通して） 

令和２年  平野区喜連史の会連携活動 
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職名 教授 氏名 岡（宮薗）美佳（オカ(ミヤゾノ）ミカ） 学位 博士（文学） 

校務分掌 研究部、図書館運営委員会、教養教育検討委員会、リメデイアル教育検討委員会、２年次指導 

教育活動 

担当授業科目 
国語科教育法（書写を含む）、小学国語（書写を含む）、コミュニケーション基礎、言語表現法、読

書と豊かな人間性、基礎演習Ⅰ、専門演習Ⅰ・Ⅱ、保育実践演習Ⅱ（分担） 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 日本近代文学・国語教育  

所属学会 
日本近代文学会、日本近代文学会関西支部、日本文芸学会、阪神近代文学会、日本キリスト教文学

会、日本キリスト教文学会関西支部、日本国語教育学会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 近代文学における教師像、近代文学におけるキリスト教の表象 

研究キーワード 近代文学、夏目漱石、文化表象 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

鳥井正晴・宮薗美佳・古浦修子編著 

『『倫敦塔』論集 漱石のみた風景』 

共 2021年３月刊

行予定 

和泉書院 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「倫理綱領を視点に置いた保育士の専門性と 

資質の向上」 

共 2021年 3月 「常磐会学園大学研究紀要」第 21号

（予定） 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

子どもの育ちを保障する専門職としての自己形

成に関する一考察 

―「全国保育士会倫理綱領」を視点として― 

共 2021年 3月 第 5回 日本保育者養成教育学会（web

開催 主催校：大妻女子大学） 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

阪神近代文学会会長、日本キリスト教文学会関西支部運営委員、日本文芸学会常任理事 

2020年度 社会福祉法人 清和会 幼保連携型こども園清和こども園評議員 

（取材協力）「小説からひもとく 夏目漱石の愛したお茶」「茶の間」2020年 9月号 株式会社宇治

田原製茶場『茶の間』編集室 
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職名 准教授 氏名 笠川 武史（カサガワ タケシ） 学位  修士（芸術学） 

校務分掌 
運営部会、学生部長、将来計画検討委員会、大学評価委員会、ＦＤ委員会、ハラスメント防止

対策委員会、学生相談室、カウンセリングケア、保健センター運営委員会、 

教育活動 

担当授業科目 
図画工作科教育法、総合演習教職Ⅱ、教育実習事前・事後指導、保育表現指導、絵本の指導、 

保育内容(表現Ⅱ)、教職実践演習 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 芸術学(日本画) 図画工作,造形表現  

所属学会 

社団法人 日展(第 1科日本画) 会友、新日春展 会友、京都日本画家協会会員、 

日本画研究団体「東丘社」会員 

全国大学造形美術教育教員養成協議会、全国保育士養成協議会、日本保育者養成教育学会 

研究課題 日本画、保育・教職の現場で活用できる造形表現力と指導力の向上 

研究キーワード 日本画、岩絵の具、技法、表現、感性 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

なし    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

保育表現指導科目における動画作成を用い 

た授業展開について 

 共 令和 3年 3月 研究紀要 第 21号 常磐会学園大学 

表現活動における著作権についての学生の意

識 

 共 令和 3年 3月 研究紀要 第 21号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

改組 新 第 7回日展(第 1科 日本画)に出品 単 令和 2年 10月 社団法人 日展 

保育表現指導科目における動画作成を用い 

た授業展開について 

共 令和 3年 3月 日本保育者養成教育学会第 5回研究大会 

表現活動における著作権についての学生の意

識 

共 令和 3年 3月 日本保育者養成教育学会第 5回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 
・泉佐野市民展 日本画・洋画・平面作品の部  審査員   

・平野区コミュニティ育成事業の選定会議委員 
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職名 教授 氏名 加藤 達雄（カトウ タツオ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
進路実習指導部、将来構想検討委員会、大学評価委員会、ＦＤ委員会、実習指導室、進路支援セン

ター運営委員会、地域貢献プロジェクト、保健センター運営委員会 

教育活動 

担当授業科目 
体育科教育法、保育内容（健康）、ウェルネスの科学、保育表現指導、総合演習教職Ⅰ 

 

その他の活動 大阪府立岬高校出前授業「レクレーション、運動あそび」 

研究活動 

専攻分野 健康・スポーツ科学  

所属学会 
日本体育学会、日本体力医学会、日本バイオメカニクス学会、日本ウォーキング学会、保育者養成教

育学会、日本トレーニング学会 

研究課題 運動あそびの習熟、幼児・児童・青年の体力・健康観、性教育 

研究キーワード 運動学、バイオメカニクス、健康 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

 なし    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

大学生における表現作品制作時の著作権の認識

について 

共 令和 3年 3月 常磐会学園大学紀要 21号 

保育表現指導科目における動画作成を用いた授

業展開について 

共 令和 3年 3月 常磐会学園大学紀要 21号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育表現指導科目における動画作成を用いた授

業展開について 

共 令和 3年 3月 保育者養成教育学会第 5回研究大会 

表現作品の制作時における大学生の著作権の認

識について 

共 令和 3年 3月 保育者養成教育学会第 5回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・大阪市平野区健康まつり実行委員会委員・監事 

・香芝市まちづくり提案活動支援事業審査委員・副会長 

・香芝市子ども・子育て会議委員・会長 

・平野区のまちづくりに関する業者選定委員会委員 
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職名 准教授 氏名 坂口 静子(サカグチ シズコ) 学位 学士 (教育学) 

学務分掌 
教務部  実習指導室   常磐会学園大学だより  進路支援センター運営委員  

免許更新講習運営委員会  常磐会学園乳幼児研究部会    

教育活動 

担当授業科目 
幼児教育課程論、保育方法論、保育実習指導Ⅱ、保育実習Ⅱ、総合演習保育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、教育実

習、幼稚園教育実習事前事後指導 

その他の活動 
実習指導室業務  教育保育実習の手引き・実習日誌作成業務  こどもセンター運営委員   

乳幼児教育研究会運営委員  進路実習指導部委員  年次指導(基礎演習Ⅰ)主担 

研究活動 

専攻分野 子ども学（子ども環境学）  

所属学会 日本心理学会  日本保育学会  日本保育者養成教育学会 

研究課題 認定子ども園が本格化する現状の中、よりよい保育者としての質とはどうあるべきかを研究する。 

研究キーワード 保幼小連携  地域連携  預かり保育  子育て支援 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

保育方法論「遠隔授業」に関する一考察 

～学生レポートと授業実践の分析を通して～ 
単 2021年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 21号 

倫理綱領を視点に置いた保育士の専門性と 

資質の向上  
共 2021年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 21号 

保育実習に「エピソード記述」を活かす Ⅱ 共 2021年 3月 常磐会学園大学研究紀要第 21号 

発表等    

子どもの育ちを保障する専門職としての 

自己形成支援に関する考察 

～「全国保育士会倫理綱領」を視点として～ 

共 
2021年 2月 26

日 

日本保育者養成教育学会第 5回研

究大会 

  

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

・こども青少年局保育・幼児教育センター関連事業委託業者 選定会議委員 

・岸和田市社会福祉協議会 子育てサロン指導 
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職名 教授 氏名 佐谷 力（サタニ ツトム） 学位 経済学士 

校務分掌 
運営部会  研究部長  ＦＤ委員会  学生相談室  大学評価委員会  将来構想検討委員会            

海外研修  

教育活動 

担当授業科目 私たちと人権  学校教育相談  生徒・進路指導論  チャレンジ講座 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学  

所属学会 日本学校教育相談学会 

研究課題 カウンセリングの考え方を生かした教育実践 

研究キーワード カウンセリング 信頼関係づくり 教育相談 生徒指導 人権  

著書   

書名 単/共 発行年月 発行所 

     

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

＜2021年度 講演会・研修会講師＞ 

・大阪府教員 小学校・中学校・支援学校 各 10年経験者研修   

・大阪府高等学校教員インターメディエイト研修 

・大阪府教員 小学校・中学校・高等学校・支援学校 各初任者研修 

・市町村教員研修（寝屋川市４年目研修・10年目研修、八尾市初任者研修・５年目研修） 

・校内教員研修（金蘭会高校、信太高校、寝屋川第６中学校、高槻日吉台小学校）    
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職名 教授 氏名 荘司 泰弘（ショウジ ヤスヒロ） 学位 博士（教育学） 

校務分掌 
教務部、こどもセンター運営委員会、リメディアル教育検討委員会、図書館運営委員会、乳幼児教

育研究会、２年次指導 

教育活動 

担当授業科目 

保育内容総論、保育内容（環境）、保育実習指導Ⅰ、保育内容研究、保育者論、保育内容（人間関

係） 

 

その他の活動 
日本自然保育学会会長、日本ペスタロッチー・フレーベル学会理事、日本乳幼児教育学会論文査読

委員、 

研究活動 

専攻分野 幼児教育  

所属学会 日本ペスタロッチー・フレーベル学会、日本自然保育学会、日本乳幼児教育学学会 

研究課題 フレーベルの教育遊具 

研究キーワード フレーベル、教育遊具、こども園、自然保育 

著書 フレーベル教育遊具の研究 

書名 単/共 発行年月 発行所 

     

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 データベース・フリードリッヒ・フレーベル記録編纂者 
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職名 専任講師 氏名 中村 哲也 （ナカムラ テツヤ） 学位  教職修士 （教育学） 

学務分掌 教務部 学生相談室 高大接続検討委員会 実習指導室 教職教育研究   

教育活動 

担当授業科目 
こども学 生活 総合演習教職Ⅰ 教育史 地域学習論 ボランティア概論 ボランティア演習 

ボランティア実習 生活科教育法 教職実践演習 

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 教育学 教育方法学  

所属学会 
日本生活科・総合的学習教育学会 日本教育方法学会 日本教育心理学会 

日本学校心理士会 日本教育カウンセリング学会 日本ピア・サポート学会 日本協同教育学会 

研究課題 小集団を活用した協同的・対話的な学習活動の実践方法 

研究キーワード 
生活科 総合的な学習の時間 協同学習 グループ・ワーク アクティブ・ラーニング SGE  

グループダイナミクス アドラー心理学 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

「気になる子」を含んだ学級における

関係づくり 

単 2021/3 研究紀要 第 20号 常磐会学園大学 

グループ・ダイナミクスの視点での集

団意思決定の傾向と課題 

単 2021/3 研究紀要 第 20号 常磐会学園大学 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

「総合的な学習の時間」を協同的な学

びにする実践的方法 

単 2020/ 11 

 

日本生活科・総合的学習教育学会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・平野みんな食堂パイオニア スーパーバイザー 

・岸和田市小学校教育研究会生活総合部会アドバイザー 

・きょうどう・探究型授業づくり研究会主催 

・令和 2年度 大東市教育改善会議出席 

 

《講演・研修会講師》 

・授業改善研修指導助言  

大東市立（大東中学 住道中学 北条中学 深野中学）四条畷市立田原中学 
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職名 准教授 氏名 昇 慶一（ノボリ ケイイチ） 学位  学士 （法律学） 

学務分掌 
運営部会  入試部長  将来計画検討委員会  大学評価委員会  ＦＤ委員会   

人権教育推進委員会  高大接続検討委員会  学生募集  実習指導室 

教育活動 

担当授業科目 
子育て支援  子どもの生活と権利  介護概論  介護体験実習  総合演習教職Ⅰ 

保育実習指導Ⅲ  保育実習Ⅲ  チャレンジ講座ⅠＣ 

その他の活動 
保育実習（施設）の実習施設調整担当 

公立幼稚園教諭・保育士採用試験対策サークル（「たまごサークル」）顧問 

研究活動 

専攻分野 社会法学（児童福祉分野）   

所属学会 日本子ども虐待防止学会  児童福祉法研究会  児童養護研究会 

研究課題 児童福祉現場における子どもの権利保障 

研究キーワード 子どもの権利  児童虐待  社会的養護  司法福祉 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

社会福祉法人千里聖愛保育センター 理事 

社会福祉法人和泉乳児院 苦情解決第三者委員 

社会福祉法人永寿福祉会 苦情解決第三者委員 

社会福祉法人泉大津市社会福祉協議会 苦情解決第三者委員（令和元年 12月～） 

児童養護施設公徳学園 職員研修会講師（令和 2年 12月 4日） 

NPO法人子どもアドボカシーセンターOSAKA独立アドボケイト養成講座講師（令和 3年 3月 21日） 
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職名 教授 氏名 ビル・ロッケンバッハ 学位 修士（数学） 

校務分掌 学生部  海外研修 

教育活動 

担当授業科目 

英語Ⅰ・Ⅱ     実用英語    英語学概論    英語文学講読 

アクティヴコミュニケーション   リーデイング・フォー・コミュニケーション 

英語コミュニケーション概論 

時事英語研究（閉講）  インテグレイティド・コミュニケーション・スキルズ 

最新英語国事情（閉講）  総合英語ⅡB(←帝塚山学院大学) 

上級英語 A（実践英語コミュニケーションⅢA）(←帝塚山学院大学) 

その他の活動 

 

教科書・受験用の教材の校正と作成 

 

研究活動 

専攻分野 英語教育  

所属学会 全国語学教育学会（JALT）  Computer Society (affiliate of IEEE) 

研究課題 英語（発音・語彙・文法）教育で利用できるソフトの研究と開発 

研究キーワード 英語教育 発音 語彙 文法 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

Creative Ⅰ (英語コミュニケーション I) 共 2021年 1月 29日←検

定合格 

第一学習社 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 
・ 
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職名 教授 氏名 丸井 理恵（マルイ リエ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 入試部 高大接続検討委員会、教職教育研究、地域貢献プロジェクト 

教育活動 

担当授業科目 
音楽基礎演習、音楽表現（歌唱）音楽表現（器楽合奏）、音楽科教育法、 

音楽演習ⅠA・ⅠB、ⅡA・ⅡB、ⅢA・ⅢB、ⅣA・ⅣB 保育表現指導、総合演習教職Ⅰ・Ⅱ  

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 音楽（器楽）  

所属学会 全国大学音楽教育学会、日本保育者養成教育学会、日本保育学会、JPTA（日本ピアノ教育連盟） 

研究課題 保育・教職の現場で活用できるピアノテクニックの指導法と教材開発 

研究キーワード 
音楽表現、ピアノテクニック、タッチタイピング奏法、伴奏法、ML（ミュージック・ラボラトリ）

システム 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

これからの音楽指導について～遠隔授業を通し

ての考察～ 

単 令和 3年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 21号 

大学生における表現作品制作時の著作権の認識

について 

共 令和 3年 3月 常磐会学園大学紀要 21号 

保育表現指導科目における動画作成を用いた授

業展開について 

共 令和 3年 3月 常磐会学園大学紀要 21号 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育表現指導科目における動画作成を用いた授

業展開について 

共 令和 3年 3月 保育者養成教育学会第 5回研究大会 

表現作品の制作時における大学生の著作権の認

識について 

共 令和 3年 3月 保育者養成教育学会第 5回研究大会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・全国大学音楽教育学会関西地区学会副会長     

・大阪府立夕陽丘高校同窓会「清香会」役員 

・大阪府立夕陽丘高校音楽科後援会「紫陽会」役員 
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職名 教授 氏名 美濃守隆（ミノ モリタカ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 
運営部会 研究部 ＦD 委員会 ICT 委員会 将来構想検討委員会 大学評価委員会 ハラスメン

ト防止対策委員会 学生募集 

教育活動 

担当授業科目 

理科 教育の方法・技術 理科教育法 人類と科学 教育実習事前・事後指導（幼・小） 教職実

践演習 総合的な学習の時間の指導 

 

その他の活動 
 

 

研究活動 

専攻分野 教育方法 教科教育学   

所属学会 日本教育メディア学会、日本教育心理学会、教育システム情報学会、日本理科教育学会 

研究課題 理科教育法の研究  情報教育の内容・方法の研究 教育課程に関する研究 

研究キーワード 自然認識 ICT 教育方法 教材開発 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

平野区ボランティア活動部会 平野みんな食堂ネットワーク運営委員会 大阪市立平野北中学校・

平野小学校学校協議会委員 平野区教育会議委員 
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職名 准教授 氏名 山崎 徳子（ヤマサキノリコ） 学位 博士（人間・環境学） 

校務分掌 学生部、学生相談室、カウンセリングケア、実習指導室、保健センター、こどもセンター、 

教育活動 

担当授業科目 
保育の心理学、子どもの理解と援助、特別支援教育論、子ども家庭支援の心理学、 

保育実習指導Ⅰ、保育実習Ⅰ 

その他の活動 
ボランティアサークル、 自治会担当 

 

研究活動 

専攻分野 発達心理学、保育学  

所属学会 保育学会、発達心理学会、質的心理学会 

研究課題 子どもの自己の形成、発達障害がある子どもの自己の形成、 発達相談を通した子育て支援 

研究キーワード  自閉症 自己の形成 関係発達 間主観性 発達障害 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

保育実習に「エピソード記述」を活かすⅡ 共同 2021/3 常磐会学園大学研究紀要 

    

大人になった自閉症のある人  

－進路の選択をめぐる親の思い－  

単独  2021/3  常磐会学園大学研究紀要  

母親になること、その体験の意味   

－生後 3か月の子どもを持つ母親の語りから－  

単独  2021/3  常磐会学園乳幼児教育研究会   

2020 年度研究会誌  

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

保育実習に「エピソード記述」を活かすⅡ 単独 2020/5 ポスター発表 日本保育学会 

自閉症のある子どもの子育てに「家族の流儀」

は どのように影響するのか(7) 

共同 2021/3 ラウンドテーブル 話題提供 

日本発達心理学会 

社会貢献活動等 

活動内容等 

通年 

和歌山県橋本市図書館協議会委員 

NPO法人アサヒキャンプ 理事 

堺市 早期発達相談員 

常磐会短期大学付属いずみがおか園 キンダ―カウンセリング 

 大阪市 みんな食堂ネットワーク  
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職名 准教授 氏名 山田 義則 （ ヤマダ ヨシノリ ） 学位 修士（教育学） 

校務分掌 進路実習指導部 

教育活動 

担当授業科目 
特別支援教育論 保育実習指導Ⅰ 保育実習Ⅰ  保育実習Ⅲ 保育実習指導Ⅲ 

特別支援教育の指導  障害児保育Ⅰ 教育心理学   

その他の活動  

研究活動 

専攻分野 特別支援教育 発達心理学  

所属学会 日本発達障害学会 日本臨床発達心理士会 日本学校心理士会 

研究課題 自閉症スペクトラム障害児者の社会適応 

研究キーワード 自閉症スペクトラム障害 発達障害 社会スキル 社会適応 行動変容 発達 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

社会貢献活動等 

活動内容等 

通年 

大阪府立住ノ江支援学校 学校運営協議会委員 

大阪市立常盤幼稚園 園内委員会アドバイザー 保護者相談会 

大阪市立城東幼稚園 園内委員会アドバイザー 保護者相談会 

大阪市立銅座幼稚園 園内委員会アドバイザー 研修会講師  

大阪市立生魂幼稚園 園内委員会アドバイザー  園内研修会講師 

大阪市立大江幼稚園 園内委員会アドバイザー  園内研修会講師 

大阪市立味原幼稚園 園内委員会アドバイザー 

大阪市立菅南幼稚園 園内委員会アドバイザー 

８月 

城東区子育て支援研修会講師  

11月 

大阪総合デザイン専門学校 研修会講師 
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職名 教授 氏名 山本 元子（ヤマモト モトコ） 学位 修士（文学） 

校務分掌 入試部 海外研修 入試問題作成委員 ハラスメント防止対策委員 教養教育検討委員 

教育活動 

担当授業科目 
英語Ⅰ・Ⅱ  小学校英語科授業実践(小学校英語)Ⅰ・Ⅱ  グローバル教育概論  英語音声学 

異文化間コミュニケーション  教育実習事前・事後指導（中学） 教育実習（中学） 

その他の活動 
常磐会学園・平野区共催 英語講座講師 

大阪市教育振興基本計画グローバル事業 指導講師（英語関連） 

研究活動 

専攻分野 英語教育学、英語学  

所属学会 日本教育学会、大学英語教育学会、関西英語教育学会、英語教育総合学会  

研究課題 

・小学校で英語を指導する教員を対象とした効果的な研修の構築と実践はどうあるべきか 

・教員養成系大学における国際理解教育のあり方について  

・日本と韓国の英語教育比較 

研究キーワード 国際比較（日韓の英語教育）、小学校英語、中学校英語教育、小・中連携、教員研修、国際理解教育 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

AERA English 2021 

日韓の初等英語教育の差はどこにあるのか 
単 令和 3年 3月 朝日新聞出版 

英語の辞書使用について: ―学校での指導、お

よび、訳語の視点より―英語学論説資料第 52号 
単 令和２年 3月 論説資料保存会 

小学校教員 英語講座テキスト Third Edition 共 令和 2年７月 デザインエッグ 

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

前置詞“to”と“for”の指導について 

―中学校・高等学校での指導への提言― 
単 令和 3年 3月 常磐会学園大学研究紀要 第 2１号 

 日本と韓国の初等教育段階における英語教育 

―オンライン学習用コンテンツの視点より― 
共 令和 2年 8月 

日本教育学会 第 7９回大会 HP 

Web 資料載録 

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

日本と韓国の初等教育段階における英語教育 

―オンライン学習用コンテンツの視点より― 
共 令和 2年 8月 

日本教育学会 第 79回大会 

於：神戸大学 （WEB開催） 

社会貢献活動等 

活動内容等 

・英語教育研究団体 ATELAS 事務局長  

・NPO小学校教員の英語力を伸ばす会 事務局長  

・大学英語教育学会 関西支部海外の外国語教育研究会会員 

・常磐会学園教育センター公開講座講師   

・常磐会学園幼稚園教諭免許状更新講習講師 

・高校生対象出張講座講師 （対象：大阪府立高校等） 

・大阪市学力アップサポート事業 教員対象指導講師 
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職名 教授 氏名 吉田 健（ヨシダ ケン） 学位 修士（人間科学） 

校務分掌 運営部会  教務部部長  ICT委員会  大学評価委員会  将来構想検討委員会 

教育活動 

担当授業科目 
情報メディア論  情報モラルと情報セキュリティ  情報社会と倫理   

学校 ICT活用  保育の ICT活用  私たちと文化 

その他の活動 

 

 

 

研究活動 

専攻分野 教育工学  

所属学会 日本教育工学会、日本科学教育学会 

研究課題 学習者の能動的な学習を引き出す学習メディアの活用 

研究キーワード 能動的学修、メディア、情報リテラシー 

著書  

書名 単/共 発行年月 発行所 

    

    

論文  

タイトル 単/共 発行年月 発表雑誌等 

遠隔授業の取り組みと課題 単 令和 3年 3月 常磐会学園大学紀要 21号 

    

発表等  

タイトル 単/共 発表年月 発表学会等 

    

    

    

社会貢献活動等 

活動内容等 ・箕面市立北小学校校区青少年を守る会運営委員 
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Ⅲ 授業評価 
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１．授業アンケートの概要と結果 
  
本学の自己点検・評価の一環として、教員が自身の教授技術の向上、及び担当する授業の改善に資するため

に学生による授業評価をアンケート調査で行っている。授業アンケートの対象となっているのは、本学で開講

されている全ての授業である。しかし、実習系の授業や複数教員が共同で行っている授業の一部、及び、出席

者数 10名未満のクラスは実施していない。出席者数 10 名未満のクラスで実施しない理由は、人数が少ないと

学生の匿名性が保証されず、アンケートの回答に影響する恐れがあるからである。 

 質問項目はすべての授業で共通となっている（表 1）。 

表 1：アンケートの質問項目 

質問項目 
そう思う 

やや 

そう思う 

あまり 

そう思わない 
そう思わない 

4 3 2 1 

Ａ．あなた自身について     

(１) 毎回の授業に熱心に取り組んだ。 4 3 2 1 

(２) 毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。 4 3 2 1 

(３) 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した。 4 3 2 1 

(４) 授業を受講して、新しい知識・技能を得た。 4 3 2 1 

(５) 将来に、学習した成果を活かすことが出来る。 4 3 2 1 

Ｂ． この授業について     

(６) 授業は興味や関心のもてる内容だった。 4 3 2 1 

(７) 授業の難易度や進行のスピードは適切だった。 4 3 2 1 

(８) テキストやプリント、映像資料等、教材の使い方が効果的だった。 4 3 2 1 

(９) 教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと守っていた。 4 3 2 1 

(10) 教員は意見の発表など学生の参加を促していた。 4 3 2 1 

(11) 教員は私語などで授業を妨げる行為に適切に対応していた。 4 3 2 1 

(12) 総合的に、満足のいく授業だった。 4 3 2 1 

 
 回答の選択肢については尺度を 4 段階（④そう思う③ややそう思う②あまりそう思わない①そう思わない）

としている。集計は専門の業者で行い、結果は学生への成績発表後に教員に示される。また、自由記述の項目

として、「1．授業の良かったところ」「2．改善して欲しいところ」の 2 項目を設定しており、その結果は集約

され全て教員に提示される。 

 学生への結果の公表は、アンケート結果とともに各教員が授業改善の具体的な方法などをコメントとして掲

示する方法を採っている。また、さらにアンケートや授業改善についての意見を研究部で集約している。 

 

 今年度の授業アンケートは、コロナ禍の影響で春期は遠隔授業を実施したため、秋期だけ１月８日（金）～

22 日（金）に実施した。回答者数については、のべ人数で 3631名である。 
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学生による授業評価アンケート 
令和２年度 秋期                            各問の平均 
       ４ そう思う ３ ややそう思う ２ あまり思わない １ 思わない            （４点満点）                                                                              

 
 

 

1814

951

1181

1876

1868

1691

1632

1643

2130

1751

1732

1716

1636

1641

1700

1546

1534

1603

1631

1581

1311

1552

1630

1613

156

884

657

166

188

280

305

326

147

267

209

241

19

149

83

36

34

51

58

74

34

55

52

52

6

6

10

7

7

6

5

7

9

6

8

9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．毎回の授業に熱心に取り組んだ。

2．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた。

3．自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に

参加した。

4．授業を受講して、新しい知識・技能を得た。

5．将来に学習した成果を活かすことが出来る。

6．授業は興味や関心のもてる内容だった。

7．授業の難易度や進行のスピードは適切だっ

た。

8．テキストやプリント、映像資料等、教材の使い

方が効果的だった。

9．教員は授業開始時刻や終了時刻をきちんと

守っていた。

10．教員は意見の発表など学生の参加を促して

いた。

11．教員は私語などで授業を妨げる行為に適切

に対応していた。

12．総合的に、満足のいく授業だった。

4点 3点 2点 1点 無回答  今年 前年 

1 3.45  3.40 

2 2.94 3.06 

3 3.10 3.22 

4 3.45 3.39 

5 3.44 3.41 

6 3.36 3.31 

7 3.33  3.29 

8 3.32 3.27 

9 3.53 3.46 

10 3.38  3.38 

11 3.39 3.36 

12 3.38  3.33 
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２．授業アンケート結果の分析 
今年度も、「秋期」だけではあるが、ほとんどの項目で前年度の評価を上回る結果が出ている。ほとんどの

項目において「④そう思う」「③ややそう思う」という肯定的な回答が９割前後を占めている。これは、かな

り高い評価と言える。一昨年度、昨年度と、ずっと続いて評価結果がほとんど前年度を上回っており、さらに

そこからの向上が続いている。学生と教員の努力が反映されている結果と言える。 

その中で、「３．（学生自身の自己評価） 自ら発言や質問をするなど、積極的に授業に参加した。」がやや低

下しているのは、コロナ感染の影響による「発言や話し合い活動の抑制」によるものと思われる。同様の理由

と思われるが、「１０． 教員は意見の発表など学生の参加を促していた。」も、評価が横ばいである。ただ、

下がらなかったというのは、厳しい状況の中に置いても多くの教員が感染防止に配慮しながら「無理のない範

囲での参加体験の取り組み」を工夫する努力があったと思われる。また、大学全体が力を合わせ、できるだけ

大きな教室を少人数で使い、消毒のためのグッズや横の学生との距離を空けるための標語の付いた遮蔽物をす

べての机に設置するなどの、周到で丁寧な準備や工夫がなされていたことも大きい。 

全ての項目の中で一番評価点が高かったのは、今年度においても「9. 教員は授業開始時刻や終了時刻をき

ちんと守っていた」である。この項目は、毎年一番高い項目であるが、今年も全ての項目の中で一番高い評価

を得ている。学習内容と時間を十分に確保するためにも、授業開始時刻や終了時刻の厳守は各教員が意識すれ

ば確実に実行できることであり、今後もぜひ厳格な実施を心掛けていきたい。 

もちろん時間だけを確保しても内容が伴わなければ、本末転倒と言える。しかし、今年度も２番目に高い評

価を得ているのが「５．将来に学習した成果を活かすことが出来る」である。特に、本学が中心に据える保育

や教育の分野においては、学びを将来に活かすという「実学」の要素が非常に大切だと考えられる。その中で

「将来に生かせる」と、学生が感じる授業内容を提供できているというのは極めて重要なことである。これか

らも、さらなる授業内容の向上に努めたい。 

学生自身の学習に対する自己評価の５項目のうち、「④そう思う」「③ややそう思う」という肯定的な回答が

一番低いのが、「２．毎回の授業に対して予習・復習を心がけた」の項目である。「0.12」の低下であり、肯定

的な回答が７割程度にまで下がっている。昨年度も、「0.01」低下していたので、小さい変化ではあるが連続

となる。ここには、自主的に意欲的に取り組むことへの学生自身の弱さも見える。しかし、過去６年間の経年

変化（６年前から４項目選択・４点満点評価になった。それまでは、「どちらでもない」という項目を含めて

５項目選択であり、５点満点評価であった。）を見てみると、ずっと上昇を続けてきたのがこの項目であった。

改めて、学習内容の定着と将来に生かせる力を育てることを意識し、次回の学習内容を予告し、積極的に課題

を提示することでさらなる家庭学習の充実をはかるなどの努力を続けることを共通理解としたい。  

その他の学生自身の学習に対する自己評価の２項目「１．毎回の授業に熱心に取り組んだ」「４．授業を受

講して、新しい知識・技能を得た」「５. 授業を受講して、新しい知識・技能を得た」については、全て今年

度もさらに評価を上げ、肯定的な回答が９割を大きく超えている。特に４と５の項目の高評価からは、「授業

をしっかり受講することによって、将来の現場で生かせる知識や技能を身に付けることができる」とほとんど

の学生が感じていると言える。保育士や幼児教育・学校教育の教員を育てる大学として、あるべき教育が実践

できていると考えられ、教員の今後の努力のための大きな原動力になる。 
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３．教員のコメントから見える、今後の授業改善について 

 授業アンケートの評価の対象となった本学専任教員からは、授業アンケートの結果について学生に対しての

コメントや授業改善に向けての具体的な方法などが公開されている。 

 その中から、今年度はコロナ禍の困難な状況の中、悩みながら、工夫しながら「参加体験型の授業づくり」

を実践した教員や、それに対する学生の指摘を真摯に受け止めてふりかえっている教員のコメントを挙げてお

きたい。 

 
・授業内では、「交流教育」に関して実践的に学んでもらえたいという私自身の思い・ねらいから、頻繁に

グループ学習の形態を変更したり、また判断の分かれるようなテーマや、すぐに答えの出ないような課題を

出すことが少なくなった。しかしながら、そのような課題に対しても参加学生は常に前向きに学年の垣根を

越えて積極的に交流する機会を持って、意欲的に取り組んでくれた姿が非常に印象的である。 

 

・難しいことではないが、自分の意見を作り、表明することも一つのねらいにしています。発表の機会があ

ることを多くの人が評価してくれているのでこれからも続けます。グループワークの時間は実はそう多くは

とっていないのですが、後半の授業にあるのでコメントが多いです。そこで授業がピリッとなるのは“先輩”

の存在です。実習も終えた上回生の意見はさすがに一日の長があり、1回生にはまぶしくもあり、示唆に富

んだものになっています。 

 

・特に、ロールプレイ等のワークでは、席移動でのグループ作りや対話や話し合いをたくさん入れたので、

「コロナ禍なのに・・・」という苦情がある程度書かれるだろうと覚悟していたのですが、なかったです。

感染防止にそれなりの配慮ができていたのと、その状況の中でも「取り組むことの意義や学び」を感じてく

れていたのだと勝手に解釈し、うれしかったです。 

 

・コロナ感染防止に注意しながらも、理解を深めるためのグループワークをどのくらい、どのような形で入

れたらいいか、悩みながらの授業でした。そのような試行錯誤の中でしたが、実習終了後の実習体験を持ち

寄って意見交換・発表するワークは実施して良かったと考えています。各自が体験内容をまとめたワークシ

ートが保育実習Ⅲの学生にふさわしい出来ばえで大変良かったですし、グループでの意見交換も熱心でした。

保育実習Ⅰから保育実習Ⅲに至るまでの皆さんの成長を確かに感じ取りました。 

 

・本科目では、家族に関する法律の基礎知識をおさえた上で、児童虐待、いじめ、体罰、子どもの権利条約

など、具体的な問題を取り上げ、講義と演習を繰り返しました。コロナ感染防止に注意しながらも、理解と

考察を深めるためのグループワークをどのような形で入れたらいいか、悩みながらの授業でした。意見交換

や発表を伴うグループワークを例年より数を減らした上で実施し、各自が書いたワークシートの回し読み＋

コメント記入という方法を多く取り入れるなど、試行錯誤をしました。 

 

・コロナ禍での授業の工夫に尽きた秋期でした。それによって、私自身のバリエーションも増えたように感

じます。 
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・コロナ禍での授業は、作品制作の実技中心の本科目では、より一層工夫が求められました。今回の方法は

一長一短でした。ただ、優先順位はやはり安全・安心です。その点が評価された記述があったことは良かっ

たです。制限された中で、制作の時間を多く取りましたが、皆さんのプレゼンに対するメモを取る姿勢も習

慣づいてきたように感じます。 

 

・音楽表現（歌唱）は、感染リスクを回避するために本来の目標であるグループ及び全員合唱ができず、実

技試験を全て個人でおこなったにも関わらず、まずまずの評価を得たことに驚きました。クラス人数は 19

名と 361 音楽室のキャパ内に収まった事も有り、毎回 90 分内で音楽理論と歌唱（弾き歌い）をゆったりと

指導することができました。また、「雰囲気が良く、受けやすかった」という意見のように、1～4回生がバ

ランスよく揃っていたので、特に手遊び歌や手話付き歌唱の発表においては実習を経てきた上回生の発表を

見られることが、非常に意欲的な学びに繋がっていたと思います。 

 

・この授業は、仲間と多人数でチームワーク力を生かしながら作り上げていくといったことが多い科目です。

しかし、今回コロナ禍のなかの演習で、それができず、2 人組の『親子で遊ぶおもちゃ作り』というグルー

プ製作をわずか 5コマ行ったに過ぎない内容になりました。それ以外は感染拡大防止のために、4 名班のグ

ループ学習を行い、かろうじてチームとしての学びを行いました。 

 

・感染防止に注意して、方法を変えたり、回数を減らしたりしながらも、グループワークを入れて授業を行

いました。自由記述では圧倒的多数がグループワークやロールプレイを評価し、学びにつなげている一方、

少数の不安に感じる学生がおり、その声にも考えさせられました。ゼロリスクはありえないと考えますが、

対面授業における感染リスクと授業効果のバランスについて改めて悩みが深まりました。 

 

・コロナ期間にも関わらず、私から一人ひとりに問いかける机間指導を多くしていました。コロナ感染で不

安な気持ちで授業を受けているのに、更に不安を増幅させてしまいました。アンケートを書いてくれた学生

の不安だった気持ちに気づかず申し訳なかったです。 

 

 最後に、「施設の訪問や見学ができないことへの対応」や「学生の予習復習時間の確保」、「知識をしっかり

養うべき授業での基本的な取り組み」、「学生の自由記述をもっと書かせる工夫」「アンケート結果の活用」な

ど、今後の授業づくりや工夫のヒントになるようなコメントを紹介しておきます。 

 

・わたし自身が平野区のボランティアセンタ―に通い、実情を調査したり、センターの様子や使い方を紹介

する動画を撮影した。また、そこで紹介されたボランティア（手話ボランティアや、川のごみ拾いのボラン

ティア）に参加し、その様子やインタビューを動画で撮影させていただいた。 

  それらの様子の動画を授業で流し、説明することでよりボランティアに対する実感がわいたのではないか

と思う。実際にネットからのボランティアの話では分からない部分も私自身がいくつものボランティアに参

加させていただくことで感じた内容を授業で伝えることができたことで説得力のある話になったと思う。 

 

・毎授業のはじめに、復習プリントを用意しており、先週何を学んだか思い出させます。また、何を勉強す
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べきか、勉強方法も分かると思います。「やりたくないが、やらなきゃならない授業、これからも頑張って

やってよかったと思えるようにしたい」「しっかりしたテストがあって、勉強をすることができた」「毎時間、

復習の時間を設けてくれて、遅れずに学ぶことができた。」などの記述がありました。 

 

・教育実践を行う上での基礎的な心理学的な知識をしっかり固められるような土台作りをしていきたいと思

います。というのは、この授業はこれからみなさんが教育に携わる上での基本的な知識を紹介する授業です。

まず発達や学習や社会性などの基礎基本を知ってもらいたいと思います。それらは、今すぐに役立つという

わけではありませんが、後々にこういうことだったのかと理解してもらえれば良いと思っています。 

授業では毎回「復習」課題として WS を出していましたが、予習や復習さらに行うことができるように量

や難度を考えていきたいと思います 

 

・ここ数年と違って、自由記述が非常にたくさんあったクラスがありました。 

  アンケートを実施する際に「自由記述を本当に参考にしている」「改善につなげる」という話をどのクラ

スでも強調しました。記憶が不確かですが、自由記述が多かったクラスでは時間を持て余すくらいにアンケ

ート記入の時間を取れていたかもしれません。アンケートの取り方についても反省させられました。 

 

・今後の課題として、次年度、自分自身が担当させていただく同じ科目の評価と比較することで、今回の自

分自身の課題が、次年度に、どう反映されたか、あるいはされていなかったのかについても、ぜひ系統的に

分析させていただきたいと考える。 
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Ⅳ キャンパスライフの調査 
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 「キャンパスライフに関する調査」は、本学に在学している学生の学生生活に対する満足度を図り、要望な

どを知ることを目的に毎年 1 回実施している。  

 本年度も全学生を対象に、12月 11日（水）～18日（水）の期間で「キャンパスライフに関するアンケート」

を行った。アンケートの構成は「1．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について」「2．本学での学生

生活について」「3．本学の施設・設備について」「4．本学の好きなところ、満足なところ」となっている。「1．」

～「3．」は「あてはまる」～「あてはまらない」を「④」「③」「②」「①」の 4段階の選択肢を選ぶ形式の質問

と、それぞれに関する要望について書く自由記述形式の質問を用意している。また「4．」は自由記述形式の質

問でのみ構成している。 

 回答者数は 1 回生 73名、2回生 77名、3回生 96名、4 回生 99名、合計 345名となっている。 

 このアンケートの結果については集計後全教職員に対して示され、各部署で関係する箇所のデータを分析し、

業務に生かすように活用されている。また、学生にも結果の概要について印刷して全員に配布している。 

 

１．今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について 

 この項目では今年度の授業科目、カリキュラムや履修登録について尋ねている。質問項目は以下に示すよう

になっている。 

 

(1) 学生参加形式の授業が多かった。 

(2) 予習や復習が必要な授業が多かった。 

(3) 方法や技術に工夫をしている授業や教員が多かった。 

(4) 興味や関心を持てる授業が多く設定されていた。 

(5) 計画的な履修が可能となるような時間割だった。 

(6) 履修登録は円滑な手続きができた。 

 
 結果は次に示す表のようになった。今年度の回答数が左に、昨年度の回答数が右に示されている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

① 学生参加形式の授業が多かった 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 67 159 68 11 全体（３４０名） 107 197 33 3 

 22.0% 52.1% 22.3% 3.6%  31.5% 57.9% 9.7% 0.9% 

1回生（９３名） 19 41 29 4 1 回生（７３名） 33 32 6 2 

 20.4% 44.1% 31.2% 4.3%  45.2% 43.8% 8.2% 2.7% 

2 回生（５５名） 14 31 9 1 2 回生（７４名） 18 46 10 0 

 25.5% 56.4% 16.4% 1.8%  24.3% 62.2% 13.5% 0.0% 

3 回生（８３名） 17 50 13 3 

 

3 回生（９４名） 28 59 7 0 

 20.5% 60.2% 15.7% 3.6%  29.8% 62.8% 7.4% 0.0% 

4 回生（７４名） 17 37 17 3 4 回生（９９名） 28 60 10 1 

 23.0% 50.0% 23.0% 4.1%  28.3% 60.6% 10.1% 1.0% 

① 予習や復習が必要な授業が多かった 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① <昨年度＞ ④ ③ ② ① 
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全体（３０６名） 33 123 135 15 

 

全体（３４２名） 41 149 133 19 

  10.8% 40.2% 44.1% 4.9%   12.0% 43.6% 38.9% 5.6% 

1 回生（９６名） 8 37 46 5 1 回生（７３名） 9 22 40 2 

  8.3% 38.5% 47.9% 5.2%   12.3% 30.1% 54.8% 2.7% 

2 回生（５３名） 10 19 22 2 2 回生（７７名） 8 28 36 5 

  18.9% 35.8% 41.5% 3.8%   10.4% 36.4% 46.8% 6.5% 

3 回生（８３名） 6 37 35 5 3 回生（９５名） 17 44 30 4 

  7.2% 44.6% 42.2% 6.0%   17.9% 46.3% 31.6% 4.2% 

4 回生（７４名） 9 30 32 3 4 回生（９７名） 7 55 27 8 

  12.2% 40.5% 43.2% 4.1%   7.2% 56.7% 27.8% 8.2% 

③ 方法や技術に工夫をしている授業や教員 
＜今年度＞ 

 

④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０２名） 52 168 76 6 全体（３３７名） 51 206 72 8 

  17.2% 55.6% 25.2% 2.0%   15.1% 61.1% 21.4% 2.4% 

1 回生（９５名） 19 52 23 1 1 回生（７３名） 20 38 14 1 

  20.0% 54.7% 24.2% 1.1%   27.4% 52.1% 19.2% 1.4% 

2 回生（５１名） 10 25 14 2 2 回生（７６名） 9 42 23 2 

  19.6% 49.0% 27.5% 3.9%   11.8% 55.3% 30.3% 2.6% 

3 回生（８２名） 8 44 27 3 3 回生（９３名） 13 62 15 3 

  9.8% 53.7% 32.9% 3.7%   14.0% 66.7% 16.1% 3.2% 

4 回生（７４名） 15 47 12 0 4 回生（９５名） 9 64 20 2 

  20.3% 63.5% 16.2% 0.0%   9.5% 67.4% 21.1% 2.1% 

④ 興味や関心を持てる授業が多い 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０２名） 58 157 79 8 全体（３３９名） 52 199 81 7 

  19.2% 52.0% 26.2% 2.6%   15.3% 58.7% 23.9% 2.1% 

1 回生（９２名） 26 48 15 3 1 回生（７３名） 23 39 11 0 

  28.3% 52.2% 16.3% 3.3%   31.5% 53.4% 15.1% 0.0% 

2 回生（５４名） 11 31 10 2 2 回生（７６名） 9 48 18 1 

  20.4% 57.4% 18.5% 3.7%   11.8% 63.2% 23.7% 1.3% 

3 回生（８２名） 9 37 34 2 3 回生（９３名） 12 51 27 3 

  11.0% 45.1% 41.5% 2.4%   12.9% 54.8% 29.0% 3.2% 

4 回生（７４名） 12 41 20 1 4 回生（９７名） 8 61 25 3 

  16.2% 55.4% 27.0% 1.4%   8.2% 62.9% 25.8% 3.1% 

⑤ 計画的な履修が可能となるような時間割 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３００名） 50 147 79 24 全体（３３９名） 45 166 81 47 

  16.7% 49.0% 26.3% 8.0%   13.3% 49.0% 23.9% 13.9% 

1 回生（９３名） 21 49 19 4 1 回生（７３名） 18 41 12 2 

  22.6% 52.7% 20.4% 4.3%   24.7% 56.2% 16.4% 2.7% 
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2 回生（５１名） 9 27 11 4 2 回生（７４名） 9 38 18 9 

  17.6% 52.9% 21.6% 7.8%   12.2% 51.4% 24.3% 12.2% 

3 回生（８２名） 7 34 31 10 3 回生（９４名） 10 33 30 21 

  8.5% 41.5% 37.8% 12.2%   10.6% 35.1% 31.9% 22.3% 

4 回生（７４名） 13 37 18 6 4 回生（９８名） 8 54 21 15 

  17.6% 50.0% 24.3% 8.1%   8.2% 55.1% 21.4% 15.3% 

② 履修登録は円滑な手続きができた 
＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０２名） 58 158 65 21 全体（３３４名） 44 177 83 30 

  19.2% 52.3% 21.5% 7.0%   13.2% 53.0% 24.9% 9.0% 

1 回生（９５名） 23 50 19 3 1 回生（７３名） 18 43 11 1 

  24.2% 52.6% 20.0% 3.2%   24.7% 58.9% 15.1% 1.4% 

2 回生（５１名） 10 25 12 4 2 回生（７４名） 12 32 19 11 

  19.6% 49.0% 23.5% 7.8%   16.2% 43.2% 25.7% 14.9% 

3 回生（８２名） 11 42 20 9 3 回生（９１名） 4 46 29 12 

  13.4% 51.2% 24.4% 11.0%   4.4% 50.5% 31.9% 13.2% 

4 回生（７４名） 14 41 14 5 4 回生（９６名） 10 56 24 6 

  18.9% 55.4% 18.9% 6.8%   10.4% 58.3% 25.0% 6.3% 

 
 一昨年度は、全ての項目において肯定的な回答（「そう思う」「まあそう思う」）の割合が増加したが、昨年度

に続いて今年度も全体的に横ばいである。下がったのは、「参加体験（アクティブラーニング）」に係る項目で

あるが、コロナ感染防止の観点から仕方のないことである。それでも、まだ肯定的な回答の割合が 75.1％あ

り、自由記述の回答の中にも「先生が工夫している」と評価する声がある。また、「授業の工夫がある」や「興

味関心が持てる」等の指導方法などに関する項目についても肯定回答が 70％を超えており、教員の努力がうか

がえる結果である。ただ、学生の中にコロナ感染を恐れる声もあり、それに十分配慮しつつ工夫する必要があ

る。 

その他、自由記述においては、一部の授業に対して昨年度と同じ内容の具体的な不満も書かれている。特定

の科目に多くの不満ものべられている。それぞれの教員の授業改善の必要性への自覚と、大学全体での取り組

みが求められている。 

時間割や履修登録の項目については、一昨年から否定的な回答（「あまり思わない」「思わない」）の割合が

アンケート全体の中でも極めて多かったが、今年度の評価はやや改善されてきている。学生自身の問題も一部

あるとは考えられるが、自由記述の内容を見ると、昨年度と同じ内容の不満「何を履修しないといけないのか、

分かりにくい」「必修科目が被っていて取りにくい」「抽選をやめてほしい（開講数の増加を、上級生の優先を）」

等が書かれている。特に３回生の不満が強い。改善できること、必要のあるものから確実な取り組みが求めら

れる。 

  

２．本学での学生生活について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 
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(1) 研究室方式なので、気軽に教員と話し合っている。 

(2) 事務職員の対応に満足している。 

(3) 休講・補講などの情報が分りやすく提供されている。 

(4) 心身の健康管理のための相談室や保健室は利用しやすい。 

(5) 採用試験対策の講座などのサポート体制が充実している。 

(6) 実習やボランティアなどへの支援体制が充実している。 

 
 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

① 気軽に教員と話し合っている 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 

全体（３０６名） 163 115 20 8 全体（３３６名） 211 105 18 2 

  53.3% 37.6% 6.5% 2.6%   62.8% 31.3% 5.4% 0.6% 

1 回生（９４名） 36 45 9 4 1 回生（７３名） 41 28 3 1 

  38.3% 47.9% 9.6% 4.3%   56.2% 38.4% 4.1% 1.4% 

2 回生（５４名） 27 19 6 2 2 回生（７４名） 33 31 9 1 

  50.0% 35.2% 11.1% 3.7%   44.6% 41.9% 12.2% 1.4% 

3 回生（８４名） 45 34 3 2 3 回生（９５名） 67 25 3 0 

  53.6% 40.5% 3.6% 2.4%   70.5% 26.3% 3.2% 0.0% 

4 回生（７４名） 55 17 2 0 4 回生（９４名） 70 21 3 0 

  74.3% 23.0% 2.7% 0.0%   74.5% 22.3% 3.2% 0.0% 

① 事務職員の対応に満足している 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 112 147 36 10 全体（３３５名） 93 172 50 20 

  36.7% 48.2% 11.8% 3.3%   27.8% 51.3% 14.9% 6.0% 

1 回生（９２名） 32 49 11 0 1 回生（７３名） 30 32 10 1 

  34.8% 53.3% 12.0% 0.0%   41.1% 43.8% 13.7% 1.4% 

2 回生（５４名） 19 28 5 2 2 回生（７４名） 18 34 14 8 

  35.2% 51.9% 9.3% 3.7%   24.3% 45.9% 18.9% 10.8% 

3 回生（８４名） 28 38 12 6 3 回生（９４名） 28 51 12 3 

  33.3% 45.2% 14.3% 7.1%   29.8% 54.3% 12.8% 3.2% 

4 回生（７５名） 33 32 8 2 4 回生（９４名） 17 55 14 8 

  44.0% 42.7% 10.7% 2.7%   18.1% 58.5% 14.9% 8.5% 

③ 休講・補講などの情報が分りやすく提供 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０６名） 69 124 87 26 全体（３３７名） 66 167 85 19 

  22.5% 40.5% 28.4% 8.5%   19.6% 49.6% 25.2% 5.6% 

1 回生（９３名） 26 45 18 4 1 回生（７３名） 29 34 8 2 

  28.0% 48.4% 19.4% 4.3%   39.7% 46.6% 11.0% 2.7% 

2 回生（５４名） 14 21 15 4 2 回生（７４名） 7 36 26 5 
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  25.9% 38.9% 27.8% 7.4%   9.5% 48.6% 35.1% 6.8% 

3 回生（８４名） 9 25 36 14 3 回生（９６名） 16 42 30 8 

  10.7% 29.8% 42.9% 16.7%   16.7% 43.8% 31.3% 8.3% 

4 回生（７５名） 20 33 18 4 4 回生（９４名） 14 55 21 4 

  26.7% 44.0% 24.0% 5.3%   14.9% 58.5% 22.3% 4.3% 

④ 相談室や保健室は利用しやすい 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 118 136 41 10 全体（３３８名） 124 175 34 5 

  38.7% 44.6% 13.4% 3.3%   36.7% 51.8% 10.1% 1.5% 

1 回生（９４名） 28 40 21 5 1 回生（７３名） 31 34 8 0 

  29.8% 42.6% 22.3% 5.3%   42.5% 46.6% 11.0% 0.0% 

2 回生（５４名） 23 22 7 2 2 回生（７４名） 26 41 6 1 

  42.6% 40.7% 13.0% 3.7%   35.1% 55.4% 8.1% 1.4% 

3 回生（８４名） 35 39 7 3 3 回生（９６名） 41 42 11 2 

  41.7% 46.4% 8.3% 3.6%   42.7% 43.8% 11.5% 2.1% 

4 回生（７３名） 32 35 6 0 4 回生（９５名） 26 58 9 2 

  43.8% 47.9% 8.2% 0.0%   27.4% 61.1% 9.5% 2.1% 

⑤ 採用試験対策のサポート体制が充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０２名） 71 186 40 5 全体（３３５名） 76 198 49 12 

  23.5% 61.6% 13.2% 1.7%   22.7% 59.1% 14.6% 3.6% 

1 回生（９２名） 18 56 18 0 1 回生（７２名） 27 41 4 0 

  19.6% 60.9% 19.6% 0.0%   37.5% 56.9% 5.6% 0.0% 

2 回生（５３名） 15 32 5 1 2 回生（７４名） 15 42 15 2 

  28.3% 60.4% 9.4% 1.9%   20.3% 56.8% 20.3% 2.7% 

3 回生（８４名） 16 53 12 3 3 回生（９５名） 16 57 16 6 

  19.0% 63.1% 14.3% 3.6%   16.8% 60.0% 16.8% 6.3% 

4 回生（７３名） 22 45 5 1 4 回生（９４名） 18 58 14 4 

  30.1% 61.6% 6.8% 1.4%   19.1% 61.7% 14.9% 4.3% 

⑥ 実習などへの支援体制が充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０３名） 68 172 54 9 全体（３３４名） 88 189 47 10 

  22.4% 56.8% 17.8% 3.0%   26.3% 56.6% 14.1% 3.0% 

1 回生（９１名） 23 44 22 2 1 回生（７２名） 27 38 7 0 

  25.3% 48.4% 24.2% 2.2%   37.5% 52.8% 9.7% 0.0% 

2 回生（５４名） 12 30 10 2 2 回生（７４名） 16 44 11 3 

  22.2% 55.6% 18.5% 3.7%   21.6% 59.5% 14.9% 4.1% 

3 回生（８４名） 16 48 15 5 3 回生（９４名） 24 48 19 3 

  19.0% 57.1% 17.9% 6.0%   25.5% 51.1% 20.2% 3.2% 

4 回生（７４名） 17 50 7 0 4 回生（９４名） 21 59 10 4 
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  23.0% 67.6% 9.5% 0.0%   22.3% 62.8% 10.6% 4.3% 

 

 コロナの影響で春期がほとんど遠隔授業になったにもかかわらず、「気軽に教員と話し合っている」という

項目は今年も 90％の学生が肯定しており、アンケート全体の中で毎年一番評価の高い状態を維持できている。

特に、３、４回生の評価が極めて高いのは、進路支援に担当教員はもちろんゼミの教員も含めて努力した結果

と考えられる。自由記述の内容を見ても、「高校の時に教員と生徒の距離感が良いなと思い選んだ常磐でした

が、改めて４年間過ごして、ここに来れて良かったなと思います。」「ちょっと相談のつもりで先生の所に行っ

たら、想像の何倍も時間をかけて相談に乗ってくれることが多くてうれしいです。話しやすくて、面白くて、

自信をつけてくれる優しい先生が多いです。」等の声に代表されるような評価が多くある。 

「事務職員の対応への満足」も、昨年度に続いて向上している。かつて厳しく評価されていた状態から継続

して評価が高くなり、今では全体の中でも高い評価の項目になっている。昨年に評価の向上が著しかった「相

談室・保健室の利用」の項目も継続して高い評価がされている。「採用試験対策サポート」についても上級生

の評価が向上しており、特に４回生の満足度が高いことが進路実績の結果にも結び付いていると思われる。す

べて学生に直接かかわる担当者一人一人の努力の結果が反映される項目であり、日常的な学生支援の実践がし

っかりできていることの表れと思われる。少人数制の良さを生かして、各教職員がきめ細やかに学生と接して

いることがうかがわれる。ただ、昨年に続いて「休講・補講などの情報」の伝達については評価が低く、自由

記述でも、「休講・補講情報の迅速化（具体的にはメールの活用）の要望」が多く書かれていた。教員が休講等

の連絡を教学課へできるだけ早くすることと、伝達方法の見直しが可能か検討も必要である。 

 

３．本学の施設・設備について 

この項目では本学での学生生活について尋ねている。質問項目は以下に示すようになっている。 

(1) 図書館の施設・設備に満足している。 

(2) 学生食堂の施設・内容に満足している。 

(3) 講義室には学習に集中できる設備が整っている。 

(4) 友人と過ごしたり、休憩したりするスペースが充実している。 

(5) 自習のためのスペースや環境が整っている。 

(6) ピアノのスキルアップのための施設や設備が整っている。 

 

 結果は次に示す表のようになっている。 

各設問の選択肢 （ ④そう思う ③まあそう思う ②あまり思わない ①思わない ） 

① 図書館の施設・設備に満足している 

 ＜今年度＞ ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０３名） 113 149 35 6 全体（３３０名） 118 165 37 10 

  37.3% 49.2% 11.6% 2.0%   35.8% 50.0% 11.2% 3.0% 

1 回生（９２名） 37 39 15 1 1 回生（７２名） 31 37 4 0 

  40.2% 42.4% 16.3% 1.1%   43.1% 51.4% 5.6% 0.0% 

2 回生（５４名） 19 26 7 2 2 回生（７４名） 18 38 11 7 

  35.2% 48.1% 13.0% 3.7%   24.3% 51.4% 14.9% 9.5% 

3 回生（８４名） 28 47 6 3 3 回生（９０名） 36 41 12 1 
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  33.3% 56.0% 7.1% 3.6%   40.0% 45.6% 13.3% 1.1% 

4 回生（７３名） 29 37 7 0 4 回生（９４名） 33 49 10 2 

  39.7% 50.7% 9.6% 0.0%   35.1% 52.1% 10.6% 2.1% 

① 学生食堂の施設・内容に満足している 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 86 139 65 15 全体（３３１名） 86 132 85 28 

  28.2% 45.6% 21.3% 4.9%   26.0% 39.9% 25.7% 8.5% 

1 回生（９４名） 39 37 14 4 1 回生（７３名） 35 23 13 2 

  41.5% 39.4% 14.9% 4.3%   47.9% 31.5% 17.8% 2.7% 

2 回生（５４名） 14 24 12 4 

 

2 回生（７４名） 16 28 23 7 

  25.9% 44.4% 22.2% 7.4%   21.6% 37.8% 31.1% 9.5% 

3 回生（８３名） 15 35 30 3 3 回生（８９名） 19 37 21 12 

  18.1% 42.2% 36.1% 3.6%   21.3% 41.6% 23.6% 13.5% 

4 回生（７４名） 18 43 9 4 4 回生（９５名） 16 44 28 7 

  24.3% 58.1% 12.2% 5.4%  16.8% 46.3% 29.5% 7.4% 

③ 講義室には学習に集中できる設備が整う 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０３名） 84 174 42 3 全体（３３０名） 71 207 47 5 

  27.7% 57.4% 13.9% 1.0%   21.5% 62.7% 14.2% 1.5% 

1 回生（９２名） 38 45 9 0 1 回生（７２名） 27 39 6 0 

  41.3% 48.9% 9.8% 0.0%   37.5% 54.2% 8.3% 0.0% 

2 回生（５４名） 15 28 9 2 2 回生（７４名） 12 50 11 1 

  27.8% 51.9% 16.7% 3.7%   16.2% 67.6% 14.9% 1.4% 

3 回生（８２名） 16 51 14 1 3 回生（８９名） 17 53 16 3 

  19.5% 62.2% 17.1% 1.2%   19.1% 59.6% 18.0% 3.4% 

4 回生（７５名） 15 50 10 0 4 回生（９５名） 15 65 14 1 

  20.0% 66.7% 13.3% 0.0%   18.1% 78.3% 16.9% 1.2% 

④ 休憩したりするスペースが充実 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０２名） 98 143 53 8 全体（３３２名） 102 176 46 8 

  32.5% 47.4% 17.5% 2.6%   30.7% 53.0% 13.9% 2.4% 

1 回生（９２名） 42 37 12 1 1 回生（７４名） 32 32 8 2 

  45.7% 40.2% 13.0% 1.1%   43.2% 43.2% 10.8% 2.7% 

2 回生（５３名） 15 23 11 4 2 回生（７４名） 18 41 12 3 

  28.3% 43.4% 20.8% 7.5%   24.3% 55.4% 16.2% 4.1% 

3 回生（８４名） 18 47 16 3 3 回生（８９名） 27 44 15 3 

  21.4% 56.0% 19.0% 3.6%   30.3% 49.4% 16.9% 3.4% 

4 回生（７３名） 23 36 14 0 4 回生（９５名） 25 59 11 0 

  31.5% 49.3% 19.2% 0.0%   30.9% 72.8% 13.6% 0.0% 

⑤ 自習のためのスペースや環境が整っている 
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＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 110 158 33 4 全体（３２７名） 95 192 36 4 

  36.1% 51.8% 10.8% 1.3%   29.1% 58.7% 11.0% 1.2% 

1 回生（９３名） 45 38 10 0 1 回生（７３名） 30 38 5 0 

  48.4% 40.9% 10.8% 0.0%   41.1% 52.1% 6.8% 0.0% 

2 回生（５６名） 21 27 5 3 2 回生（７４名） 21 41 11 1 

  37.5% 48.2% 8.9% 5.4%   28.4% 55.4% 14.9% 1.4% 

3 回生（８２名） 23 47 11 1 3 回生（８５名） 23 48 12 2 

  28.0% 57.3% 13.4% 1.2%   27.1% 56.5% 14.1% 2.4% 

4 回生（７４名） 21 46 7 0 4 回生（９５名） 21 65 8 1 

  28.4% 62.2% 9.5% 0.0%   22.1% 68.4% 8.4% 1.1% 

⑥ ピアノのスキルアップのための施設や設備 

＜今年度＞  ④ ③ ② ① 

 

<昨年度＞ ④ ③ ② ① 
全体（３０５名） 145 137 19 4 全体（３２４名） 132 156 34 2 

  47.5% 44.9% 6.2% 1.3%   40.7% 48.1% 10.5% 0.6% 

1 回生（９１名） 52 34 5 0 1 回生（７２名） 43 28 1 0 

  57.1% 37.4% 5.5% 0.0%   59.7% 38.9% 1.4% 0.0% 

2 回生（５５名） 29 21 4 1 2 回生（７４名） 30 29 14 1 

  52.7% 38.2% 7.3% 1.8%   40.5% 39.2% 18.9% 1.4% 

3 回生（８３名） 31 43 6 3 3 回生（８４名） 28 43 13 0 

  37.3% 51.8% 7.2% 3.6%   33.3% 51.2% 15.5% 0.0% 

4 回生（７６名） 33 39 4 0 4 回生（９４名） 31 56 6 1 

  43.4% 51.3% 5.3% 0.0%   33.0% 59.6% 6.4% 1.1% 

 
 施設や設備については肯定的な回答が多くの項目で 85％～90％程度あり、「思わない」という強い否定も非

常に少ない。かつての本学の課題の一つであった施設設備の充実が進み、今年度その活用がさらに進んでいる

ことが反映していると思われる。学生の要望に応じて「自習スペースの増加」や「ピアノ練習の手続きの簡略

化」なども行われた。そして、この施設設備への評価のベースには、「清掃が行き届き、いつもきれいな状態が

保たれている」ことの満足がある。 

その中で「学生食堂の施設・内容」への満足度が、施設設備の中で昨年度に続き低い。特に自由記述では、

具体的にいろいろな不満が述べられている。それは、例年と同様のものが多く、メニュー等の営業形態に関し

て業者の方への要望や話し合い等の必要があるとともに、大学としての検討も必要である。 

 自由記述では、毎年書かれている「wi- fi の要望」とともに「短大だけにある通学バスの要望」が多くみら

れた。本学は小規模大学なので、その良さもあるもののスペース等の関係ですぐに対応できないこともある。

一つひとつについて、状況を丁寧に説明するとともに、対応できる部分から改善に努める必要がある。 

 

４．その他、本学のいいところ等の自由記述 

 ここでは自由記述で、「その他、本学のいいところ等」について聞いている。 

記述内容では、「教員との関係、話しやすさ、距離の近さ」「少人数制の良さ」「施設の充実と清潔さ」「職員

の対応」について多くの学生が評価し満足していることがわかる。 
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本学が「小規模」な大学ゆえの「少人数制」をうまく活かした人的・物的環境を作り、学生生活の充実を図

っていることが実っていると感じる。なかでも、「少人数制」はコロナ禍においても大学で対面授業を多く実

施できたことに結びついていた。また、教職員だけでなく、警備の方、清掃担当の方、食堂の従業員の方等学

生にかかわる多くの人の柔らかい雰囲気の中で「居心地よく」学べる環境が作られているとも感じることがで

きる。しかし、感染防止対策の徹底のために、毎年挙げられている「友人・先輩後輩との良好な人間関係」に

ついての記述が少なかったのは、残念である。 

最後に、何人かの学生の声を引用しておきたい。 

「先生方が親身になって相談に載ってくれるとても良い学校です。コロナで大変な時も、教学課の方々を中

心に対応してくださり感謝しかありません。」 

「ちょっと相談のつもりで先生の所に行ったら、想像の何倍も時間をかけて相談に乗ってくれることが多く

てうれしいです。話しやすくて、面白くて、自信をつけてくれる優しい先生が多いです。」 

「何か困った時など、すぐに先生に相談したりできるところが好きです。先生方、しっかり話を聞いてくだ

さります。また、挨拶が絶えないのがいいと思います。特に警備員の人とお掃除の人がいつも笑顔で挨拶

を返してくださります。登校すると朝から元気に"おはようございます！"と言い合うことで良い一日がス

タートします。なので、警備員の方、お掃除の方、大好きです。」 

「清掃員の方がいつもきれいに学校を保ってくれている。挨拶もしてくれて嬉しい気持ちになる（いつもあ

りがとうございます！！。」 

「狭い敷地内で学生同士、先生との距離も近く親密になれるので、相談事もしやすかった。人も少ない分、

自分のことも知ってくれている人が多くいて、とても過ごしやすかった。」 

「共有スペースなどがたくさんあって、友人と過ごしやすい場所が多くて、交流の場がたくさんあってとて

もありがたい。」 

「自習できるスペースが整っていて常にキレイなので、とても過ごしやすかったです。」 

「ピアノを練習するのに、一つ一つ個室で集中して行えるのがとても良かった。」 
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Ⅴ ＦＤ・ＳＤ活動 
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１．遠隔授業の実施に関する研修会 

授業力向上研修として、今年度は「遠隔授業の実施について」、３名の教員が報告を行った。報告後、ポート

フォリオを通じた課題提出と事後指導について研究部からまとめをした。 

３名の方からの報告の概要として、それぞれにまとめられたものを掲載しておく。 

 
「遠隔授業の実施に関して」 

＜坂口 静子先生＞ 

◯ 授業の構成 

  ① 保育指導案立案のためパワーポイント動画の配信 

  ② 模擬保育の保育指導案の立案（LINEの会話と写真で進行） 

  ③ ZOOMを使って保育指導案共通理解 

  ④ 立案に関する質疑応答 

  ⑤ 模擬保育案の学生による相互評価 

  ⑥ 授業者による講評 

○ LINEアプリのメリット 

・文字、写真、映像の活用 

・既読機能 

・即時性 

○ 工夫した点 

・提出されたポートフォリオに LINEを使った添削指導のやり取りを繰り返した 

・伝わりやすいように色ペンで指示し、双方向で意見交換をした 

・学生と教員の都合に合わせた日時にやり取りをおこなった 

◯ 取り組みの成果 

   ・LINE とパワーポイント動画の併用でやり取りがスムーズ 

   ・公開検討会までの提出の遅れなし 

   ・パワーポイント動画は繰り返しの視聴が可能 

◯ 今後に期待できる授業形態 

  ・対面授業に LINEを取り入れ、ハイブリットの方式の可能性 

 
＜中村 哲也先生＞ 

◯ 授業の構成 

① 基本的内容の学習 …… 音声付きパワポ動画の視聴 

② 対話的な学習 …… ZOOM による話し合い 

③ 学習内容の確認と定着 …… ポートフォリオ機能を使用しての課題提出 

◯ 取り組みの成果と課題 

・動画配信型授業について 

    長所 …… 繰り返し見られる、いつでも見られる 

    短所 …… 制作に時間がかかる 質が低いと満足が得られない  PC操作が苦手な教員にとっては負担
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が大きい 

・ZOOMについて 

  長所 …… 話が聞き取りやすい、教師との対話も可能 

    短所 …… 議論が活性化しない 対面授業が再開されると必要性が低くなる 

◯ 今後期待できるオンライン授業 

・反転授業短所 …… 動画で個別に事前学習をした上で、教室で話し合う授業 

・授業動画作成プロジェクト型授業・・・グループごとにテーマを設定して学習内容をまとめ、解説動画

を作成するために計画や分担を行うプロジェクト型の授業 

・ジクソー法を取り入れた授業・・・各チームが内容を分担し、作成した授業動画を相互に見ることで学

ぶジクソー法の要素を取り入れた授業 

 

＜昇 慶一先生＞ 

◯ 授業の構成 

① 導入（今回のテーマ） 

② 前回の振り返りと課題解説 

③ 今回の授業内容（講義） 

④ 途中でワーク（配布資料で考える）をはさむ場合も 

⑤ 今回の課題の提示 

◯ 授業準備と事後指導 

・配布資料作成（穴埋め式レジュメ、ワークシート） 

・講義用パワーポイント作成 

・講義動画の録音・書き出し（パワーポイントの録画動画をアップ） 

・ポートフォリオでの授業案内 

・提出された課題の確認 

◯ 授業動画作成上の工夫 

・動画時間を短く …… スライドごとに撮り直し可能 

・動画ファイルの画質は一番低く …… 通信量にできるだけ配慮 

・スライドの文字はなるべく大きく 

・顔出しは一部のスライドだけ 

◯ 心掛けていたこと 

・講義動画は原則１５分を越えない  …… 学生の集中力、通信量の負担 

・ライブ感を大切にする …… 顔出し、棒読みにならない話し方、プリントへの記入、ワーク 

・学生の負担・環境を意識する …… 動画の長さ、課題の量・期間、質問を受け付ける方法 

◯ 実践後の感想 

・授業の達成度は維持できた 

・学生の課題に取り組む姿勢はむしろ向上した面もある 

・学生による受講環境や、パソコン・スマホ技術の差 

・教員の負担増（特に課題の確認） 
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２．公開授業による授業研究 

公開授業は、10 月 27 日～11 月 10 日の間に全ての教員が通常授業を 2 回以上公開する形で実施した。各教

員の公開予定授業の内容と日程の一覧表を配布し、それぞれの教員が自分の空き時間に合わせて自由に見学す

る形で行った。その期間に、公開された授業に対して各教員の見学が実施され、17 名の教員から授業への 35

の感想・コメントが提出された。感想の中からいくつか抜粋しておく。 

 
・「架空の事例についての課題分析演習」 

まず基本的な内容を空欄のあるプリントを使用して、確認した。基本的な内容のプリントを使用するこ

とにより、すべての重要事項をパワポで提示したり、板書したりするより効率的に伝達できる。しかもそ

のいくつかを空欄にし、それを説明を聞いて埋めるという作業を入れることによって、説明に対する注意

力が増す。 

事例に対するロールプレイを実施していた。ロールプレイに対する準備なども周到に行われており、学

生への説明も丁寧に行われていた。自分もロールプレイなどを実施する際は参考にしたいと思う。また授

業の最後に個人で学習もまとめをしたものをグループで回しコメントを書いていた。自己の活動に対する

相互評価になりとても良いと感じたのでぜひ私も真似をさせていただきたいと思った。 

 
・ICT 活用には・何のためにと・どのようにという問いが常にある。その上で現場の教員に求められるの

は ICT で何ができるかがわかり 使い方がわかり、その操作に慣れていて 自分のしたいことが創造で

きる ことではないか。 

先生はすべてのはじめの一歩として、たくさんの事例に触れることを意図していた。効果と問題点を学

生なりに考え、書いており、ねらいは達成されていた。ここで、見せ合う、話し合う、意見を共有する活

動があってもよかったのではと思った。 

 
・国際子ども教育学部である以上、日本国憲法や教育基本法を始めとした法規や教職教養に関わる知識を

しっかり身に付けて卒業させることが必要です。それは、そのまま教員採用試験の対策にもなります。そ

うした学びを正面から学生に求め、知識を定着させようとする授業でした。 

もちろん、実習や演習のような技術や実践力を養う授業や、場面に応じた必要な知識や柔軟な思考を養

う授業に比べて、学生の参加体験の場面設定はむつかしく（法律や語句の説明などが多く、話し合いや発

表等の取り入れにくい授業）当然集中力や学習意欲を持続させるのに苦労すると思います。それでも、い

かに学生の心を揺さぶり、知識も定着させていくか、そのための準備と工夫と熱意が必要な授業だと感じ

ました。特に、「楽しかっただけで終わらない、明確で必要な知識の定着」が求められるということです。  

そのために、考えさせ、指名して発表させ、エピソードも披露しながら（学生にも出身小学校について

問いかけながら）、プリント記入をさせたり、色々な活動を組み入れて、一人も寝たりぼんやりしたりして

いる学生がいないように、事前準備の労力と授業中の熱量で押していく授業でした。 

 
・学生に伝えなければならない知識をしっかり伝えることの大事さを改めて学んだ気がした。そのため

に、入念な準備と授業に向かう教師の気迫が原動力となっている。 

その気迫の背景に、障がいのある子どもへの先生の熱い想いがあるように感じた。学生たちは、ただ単
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に面白い授業ではなく、しっかりした知識を学ぶことを求めている。また、そのような学生を育てていか

なければならないと思う先生の授業だった。 

 
 ・簡単な概要の例文は、初めて憲法 26 条に触れる学生には多方面にわたる論点を個々に見つけておりまし

た。私は現場に近い者ですから解答に近い考えをもつことができますが、学生は新鮮な考えをぶつけてお

りましたね。驚きました。特に 2 例目の経済的困難で修学旅行に行けない児童に対してどうすればよいの

だろうかと純粋な気持ちで真剣に考えておりました。現実を踏まえて 26 条を考える…という手法で様々な

意見が溢れ、他学生の考えにも触れることができる機会を持っておられました。実例の考えを学生が書い

たものを先生がシャッフルし、他学生に配布し、それを読んだ学生が自分の感想を書き直接手で返却する

‥という方法はとても良かったと思っています。授業の流れの中で、その学生にじかに届けるというのは

「この意見を書いた人はこの方なのか‥」とリスペクトする気持ちがそこに生まれるというのは素晴らし

いことだと感じました。 

 
・まず“自分たちで発見、予想させる”ために、ペアで目標を言い合わせておられました。 

そこから PPTで指導要領の要点解説をキーワードの穴埋めをさせながらしておられました。穴埋めは学

生を指名するのではなく、文言を読みながら全ての学生が気付いていくように進めておられ、全員の足並

みを揃えることを意識されている事が窺えました。私はついつい指名してしまいがちなので、全員を引き

込むような PPT の示し方が非常に参考になりました。 

 

・中学校での授業を想定した発問の仕方や、実習で直面するテーマへの対応方法、中学生が質問しそうな 

内容を想定した先生の問いかけ等、実習や実際の現場で生かせる実践的な内容を、ぎゅっと組み込んでお 

られ、時間が過ぎるのがあっという間に感じました。  

発表担当となった学生も、堂々として分かりやすく、なおかつ習得した英語の指導スキルを発揮して発

表する様子を見させて頂き、先生の英語の指導のすごさを改めて実感いたしました。また先生の授業の進

め方やテクニック、是非とも学ばせて頂きたい強く感じました。 

 
・教科教育法の授業で、学習指導要領の内容について学生の関心が薄いため、授業改善の参考にしたいと 

思い学校教育系のこの授業を参観した。 

  パワーポイントのスライドを少なめに設定し、知識として定着すべきポイントを絞って展開しているの 

が参考になった。自分の授業は、学生にとって情報量が多いのかも知れないと振り返る良い機会になっ 

た。 

  様々な授業を通して、公教育が法規によって規定され形成されている点に対する学生のセンスを養って

いければ、採用試験対策の面からも望ましいと考えている。 

 
・先生が学生一人ひとりに向かって絶えず発問し、対話しながら授業を進めるスタイルが印象的で参考に

なりました。次から次へと発問を重ねることは、私も授業内で挑戦してみるのですが、まだうまく続きま

せん。受講者側に近づき、キャッチボール式の対話型授業の機会を増やそうと思います。ありがとうござ

いました。 



 
 

71 

 

12 月９日には、まとめられた感想・コメント集を資料として、授業見学についてのふりかえりを行った。 

 
 

３．ＳＤ研修 

 今年度のＳＤ研修は、コロナ禍の影響で組織的な研修を実施できなかった。 
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お わ り に 
 
 
 今年は、コロナ禍においての学生の学びと安全をいかに両立させるかという難問を、大学の運営・活動の中

で手探りで模索し続けた一年でした。その中で、本学が小規模大学であり、これまでも授業やゼミを少人数で

展開してきたことが、コロナ対策と対面授業の実施に大きく寄与しました。春期は、スタートこそポータルサ

イト「トキガクポータル」等を活用した遠隔授業でしたが、７月には一部の授業を対面で行えました。これは、

特に大学での授業体験や新入学の仲間とのかかわりを求めていた１回生の願いに強く応えられたものでした。

消毒液の学内いたるところへの配置や、教室やフロアの座席で横との距離を空けて座るための遮蔽物設置など、

事務室や保健センターの工夫と努力がそれを支えてくれました。秋期は、ほぼすべての授業を対面で行い、英

語スピーチコンテストなどの行事も試行錯誤しながら大学で行えました。教員の研修も、「遠隔授業の取り組

みについて」という、まさに時宜を得た内容で実施でき、またキャンパスライフアンケートや秋期の授業アン

ケートも実施できました。その中で、学生の求める学びのあり方や施設・設備面の利便性に関して応える体制

も維持できています。また、学生の進路希望の実現を後押しする各教員の努力もあり、本年度も公立幼稚園・

保育園をめざした学生のほとんどが合格を勝ち得ました。 

今後も引き続きコロナ感染防止への対策が求められます。その中でも、本学が求められている課題を直視し

ながら、充実した研究活動と深く実践的な学びを提供できる教育活動を実現することをめざします。そのため

に、この自己点検・評価の取り組みが大きな力となるものと考えます。 

 
 最後になりましたが、本誌発刊に際し、各部署の責任者の方々、研究部の皆さんのご尽力に対し感謝を申し

上げます。 

                         研究部長  佐谷 力 

 

 

 
＜編集委員（敬称略）＞ 
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